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元気！勇気！感動！ごうつ

江津の “今”と “未来”を伝える広報紙

いっぱいおイモが出てきたよ
　江津幼稚園の児童がサツマイモほりを体験。砂を手で
かき分けてツルを手に取り引っ張り上げると、たくさん
のおイモが出てきました。（11 月５日、敬川町）

【今月のピックアップ】
　⑴もしも島根原発で事故が発生したら…

　⑵石見の石に描いて 20 年

　⑶身近な素材で市外から人が ―



２ 今月のピックアップ

⑴もしも島根原発で
　　  事故が発生したら…

⑵石見の石に描いて 20 年

⑶身近な素材で市外から人が―

８ 健康＆すくすく

10 言葉の「くすり」

11 図書館においでよ！

12 広報担当のカメラから

13 標語の入選作品

14 江津百景

16 市政のお知らせ
　江津市職員募集
　水道管の凍結にご注意を
　児童扶養手当
　人権週間
　確定申告
　臨時給付金
　障がい者福祉
　道路の除雪

19 小夏の日本イロハ感想記

年金だより

20 情報ポケット
　お知らせ
　制度・相談
　募集
　催し
　くらしの広場

26 年末年始の休業日、ごみ収集

27 ごうつカレンダー

28 G-MEN  江津の元気な頑張る人たち

12 月号

島根原発で事故が発生したら…
初動対応や避難者受け入れを訓練

～ 10 月 18 日 ～

島
根
原
発
で
事
故
発
生
！

放
射
性
物
質
が
外
部
に

放
出
さ
れ
た
と
想
定

　

訓
練
に
は
、島
根
県
と
鳥
取
県
、松

江
市
な
ど
島
根
原
子
力
発
電
所
の
30

㌔
圏
内
自
治
体
の
関
係
者
や
住
民
、江

津
市
職
員
や
警
察
、中
国
電
力
な
ど
約

２
６
５
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

同
発
電
所
２
号
機
の
運
転
中
に
、送

電
線
事
故
の
影
響
に
よ
り
外
部
電
源

が
喪
失
、さ
ら
に
非
常
用
発
電
機
が
故

障
停
止
し
、全
て
の
原
子
炉
注
水
機
能

を
失
い
原
子
炉
格
納
容
器
が
破
損
、放

射
性
物
質
が
外
部
に
放
出
さ
れ
た
と

想
定
し
ま
し
た
。

江
津
市
で
も

災
害
対
策
本
部
の
設
置
訓
練

　

江
津
市
役
所
で
は
、災
害
対
策
本
部

の
設
置
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。
訓
練

で
は
、島
根
県
か
ら
原
発
事
故
の
連
絡

を
受
け
、管
理
職
や
消
防
団
長
、江
津

邑
智
消
防
組
合
消
防
長
な
ど
を
市
役

所
に
招
集
、市
長
を
本
部
長
と
す
る
災

害
対
策
本
部
を
設
置
し
ま
し
た
。
訓

練
の
ポ
イ
ン
ト
と
な
っ
た
の
は
初
動

対
応
。
続
々
と
寄
せ
ら
れ
る
情
報
に

つ
い
て
、素
早
く
適
切
に
判
断
で
き
る

か
を
確
認
し
ま
し
た
。

松
江
市
城
西
地
区
の
住
民
が

江
津
市
へ
避
難
訓
練

　

松
江
市
城
西
地
区
の
住
民
64
人
は
、

江
津
市
へ
の
避
難
訓
練
を
行
い
ま
し

た
。
18
日
朝
に
、城
西
地
区
内
の
一
時

集
結
所
に
集
合
、２
台
の
バ
ス
に
乗
り

込
み
、パ
ト
カ
ー
の
先
導
で
出
発
し
ま

し
た
。
途
中
、30
㌔
圏
を
出
て
す
ぐ
の

出
雲
市
大
社
町
で
、放
射
性
物
質
の
有

無
を
調
べ
る
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
を
実

施
、午
後
１
時
過
ぎ
に
避
難
場
所
と
な

る
江
津
市
民
体
育
館
に
到
着
し
ま
し

た
。
江
津
市
職
員
は
避
難
の
受
け
入

れ
役
を
訓
練
。
バ
ス
の
誘
導
や
避
難

者
の
受
け
付
け
の
流
れ
を
確
認
し
ま

し
た
。

　

避
難
訓
練
に
参
加
し
た
城
西
公
民

館
長
の
森
泰ゆ
た
かさ

ん
は
「
今
回
は
比
較

的
順
調
に
移
動
で
き
た
が
、実
際
の
事

故
で
は
混
乱
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
い

ろ
い
ろ
と
想
定
し
な
け
れ
ば
」と
口
元

を
引
き
締
め
ま
し
た
。

「
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
事
態
」

   

に
備
え
て

もしも

１

２ ３

４

５

江
津
市
か
ら
約
１
０
０
㌔
離
れ
て
い
る

島
根
原
子
力
発
電
所
（
松
江
市
鹿
島
町
）。

同
発
電
所
で
事
故
が
発
生
し
、放
射
性
物
質
が
外
部
に
放
出
さ
れ
、

松
江
市
民
が
江
津
市
へ
避
難
す
る
と
い
う
想
定
で
10
月
18
日
、

防
災
訓
練
が
あ
り
ま
し
た
。

１．到着した松江市城西地区の住民を受け付ける江津市職員（江
津市民体育館）　２．避難者を乗せたバスを誘導する江津市職員　
３．到着後、松江市職員の説明を受ける城西地区の住民　４．災害
対策本部の設置訓練後、松江市の避難計画を確認する江津市職員　
５．原発事故の際の避難先。江津市は松江市民を受け入れ

訓練では次々と事故の情報が寄せられた。ホワイトボードに書き込んで整理（江津市役所）

今月のピックアップ（１）

江津市危機管理監

藤
ふじ

田
た

　裕
ゆたか

9000 人を受け入れる体制の整備を

　島根原子力発電所で事故が起こり、放射性

物質が外部に放出された際、周辺 30 ㌔圏内

の住民が避難する場所は避難計画で決まっ

ています。江津市は、松江市の城西地区から

9000 人を受け入れることになっています。

　9000 人は、本市の人口の３分の１強にあた

る大きな数字です。万が一に備え、この 9000

人を受け入れる詳細な体制整備を進めてい

く必要があります。

　また平素からの城西地区との交流なども、

事前の体制づくりとして有効かとも考えて

います。
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江　
津
市
の
あ
る
島
根
県
西
部

　

の
旧
国
名
は
「
石
見
」。
文

字
ど
お
り
、周
囲
を
見
渡
せ
ば
、石

（
岩
）の
光
景
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。

中
国
地
方
一
の
大
河
、江
の
川
の
河

岸
に
は
、水
の
流
れ
で
磨
か
れ
、丸
く

な
っ
た
石
の
数
々
が
。
20
年
前
、石
見

の
、江
津
の
素
材
で
あ
る
石
を
生
か
そ

う
と
、あ
る
取
り
組
み
が
始
ま
り
ま
し

た
「
石
も
ひ
と
役
運
動
」で
す
。

　
「
石
に
バ
ラ
ン
ス
よ
く
彩
色
す
る

と
、面
白
い
造
形
が
表
現
で
き
る
の
で

す
。
石
は
、形
も
質
感
も
千
差
万
別
。

手
に
触
れ
て
楽
し
む
こ
と
も
で
き
ま

す
。
何
よ
り
も
、大
人
だ
け
で
な
く
、

子
ど
も
た
ち
も
創
作
で
き
る
も
の
を

と
考
え
ま
し
た
」。
石
も
ひ
と
役
実

行
委
員
会
の
代
表
、田
中
俊
目希
さ
ん

（
嘉
久
志
町
）は
、取
り
組
み
を
始
め
た

と
き
の
思
い
を
語
り
ま
す
。
小
学
校

や
幼
稚
園
な
ど
で
教
室
を
開
き
な
が

ら
、出
来
上
が
っ
た
作
品
を
毎
年
秋
に

「
石
も
ひ
と
役
展
」と
し
て
展
示
。
20

回
目
と
な
っ
た
今
回
は
、約
１
２
０
０

点
の
作
品
が
集
ま
り
ま
し
た
。

　
「
あ
、私
の
が
あ
っ
た
！
」「
し
ま
ね

っ
こ
の
石
だ
！
」。
10

月
10
日
、江
津
幼
稚
園

の
子
ど
も
た
ち
が
家

族
と
と
も
に
展
示
会

場
を
訪
れ
ま
し
た
。
こ
の
夏
に
、田

中
さ
ん
の
指
導
を
受
け
て
制
作
し
た

子
ど
も
た
ち
。
自
分
の
力
作
を
見
つ

け
る
と
、お
母
さ
ん
の
手
を
引
っ
張
っ

て
「
こ
れ
だ
よ
！
」と
紹
介
。
手
に
取

っ
て
写
真
撮
影
も
し
ま
し
た
。
会
場

に
広
が
る
の
は
、作
者
の
思
い
が
こ
も

っ
た
石
の
作
品
。
一
角
に
は
江
津
を

訪
れ
た
著
名
人
の
作
品
１
０
７
点
も
。

「
総
合
市
民
セ
ン
タ
ー
で
公
演
が
あ
る

と
き
な
ど
に
、直

接
お
願
い
し
て
描

い
て
も
ら
っ
て
い

ま
す
。
多
く
の
人

が
、快
く
引
き
受

け
て
く
だ
さ
り
、

本
人
の
特
徴
が
出

た
作
品
を
残
し
て
く
れ
ま
し
た
。
す

で
に
こ
の
世
を
去
っ
た
著
名
人
の
作

品
も
増
え
、20
年
の
重
み
を
感
じ
ま

す
」。
そ
う
語
る
と
田
中
さ
ん
は
遠
く

に
目
を
や
り
ま
し
た
。

　
「
学
校
で
子
ど
も
た
ち
と
一
緒
に
描

い
た
後
で
、笑
顔
で
子
ど
も
た
ち
が
見

送
っ
て
く
れ
る
の
が
何
よ
り
の
喜
び

で
す
」と
ほ
ほ
笑
む
田
中
さ
ん
。
最
初

に
石
に
描
い
た
子
ど
も
た
ち
も
、親
の

世
代
に
な
り
ま
し
た
。
石
見
の
自
然

に
親
し
む
心
は
、20
年
か
け
て
脈
々
と

受
け
継
が
れ
て
い
ま
す
。

石見の石に描いて 20 年
～　石もひと役運動　～

今月のピックアップ（２）

石見の石に思い思いの絵を描いていく

「石もひと役」運動。

ことしでちょうど 20 年。

子どもからお年寄りまでが作った

「世界に一つだけのの芸術品」が集まりました。

世界に一つだけの芸術品を作る

著名人 107 人が石に描く

１

２

３

４

　「江津でイベントなどがあるたびに、著名人
に制作をお願いしてきた」という田中さん。
その熱意に打たれ作品を残した著名人は、20
年間で 107 人に上りました。歌手やタレント、
落語家などが残した作品は、似顔絵あり歌詞
あり座右の銘ありと多種多様です。
【問題】右の作品４点の作者は誰でしょう？
　　　（正解は 26 ページに）

【ヒント】（１）ウクレレを持ったカミナリ様といえば
あの人（２）ことし亡くなった炎の料理人（３）最近江
津を訪れた眼鏡の落語家は？（４）特徴ある風貌と「女
の操」といえば

　「子どもたちに、石見の自然と接してもらい
たかった」と語る田中さん。毎年夏ごろに市
内の小学校や幼稚園、保育所を訪れ、子どもた
ちの制作を指導してきました。
　６月 27 日に江津東小学校であった制作活
動には、１・２年生が参加。手を絵の具だら
けにしながら、動物や乗り物など、お気に入り
の絵を描いていきました。

【写真】（１）石に向かって一心不乱（２）新聞紙を広
げた上でダイナミックに絵付け（３）「こうすれば素
敵になるよ」と田中さんがアドバイス（４）「絵の具が
たくさんついちゃった！」

20 回目の「石もひと役展」。たくさんの小さな芸術品に江津幼稚園の子どもたちも、見守る田中さん（後列右）もうれしそう（10 月 10 日）

Ishi  mo  hitoyaku

１ ２

３ ４
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身近な素材で市外から人が ― いわみん 2014 秋

今月のピックアップ（３）

　地元の人や素材を生かして、地元の楽しさを体験するプログラム「いわみん」。

　11 月２日に江津本町であった２つのイベントで、市外からの参加率が 92.3% と

いう驚異的な数字が。江津を訪れた人たちに、話を聞きました。

コ　
ケ
を
ご
存
知
で
す
か
？
そ

　

う
、緑
色
で
、日
当
た
り
の
よ

く
な
い
場
所
に
這
う
よ
う
に
生
え
て

い
る
植
物
で
す
。
山
間
部
に
行
く
と
、

あ
ち
ら
こ
ち
ら
で
見
か
け
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
身
近
な
存
在
で
あ
る
コ

ケ
で
す
が
、ア
ー
ト
に
利
用
し
よ
う
と

い
う
教
室
が
11
月
２
日
、江
津
本
町
の

山
辺
会
館
で
あ
り
、定
員
い
っ
ぱ
い
の

10
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
「
江
津
は
コ
ケ
が
育
つ
の
に
適
し
た

気
候
で
す
。
湿
度
が
高
く
、日
照
量
が

適
度
に
あ
る
か
ら
で
す
」と
語
る
の

は
、講
師
を
務
め
た
二
村
元
さ
ん
。
波

積
町
な
ど
で
コ
ケ
を
栽
培
し
て
い
ま

す
。
教
室
で
は
二
村
さ
ん
が
育
て
た

コ
ケ
の
シ
ー
ト
を
使
っ
て
「
苔
玉
ア

ー
ト
」を
作
り
ま
し
た
。

　
「
苔
玉
ア
ー
ト
」は
、フ
ェ
ル
ト
生
地

の
塊
に
コ
ケ
の
シ
ー
ト
を
巻
き
つ
け

て
作
り
ま
す
。「
ラ
ッ
プ
に
く
る
ん
で

お
に
ぎ
り
を
作
る
よ
う
に
、ビ
ニ
ー
ル

袋
を
使
っ
て
コ
ケ
を
巻
い
て
く
だ
さ

い
」。
二
村
さ
ん
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
受

け
な
が
ら
、参
加
者
が
集
中
し
て
手
を

動
か
す
と
、コ
ケ
は
緑
色
の
ボ
ー
ル
の

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
糸
を
た
す
き

掛
け
の
よ
う
に
巻
き
、は
が
れ
な
い
よ

う
に
固
定
し
た
ら
完
成
で
す
。
冬
に

似
合
う
よ
う
に
と
、葉
ボ
タ
ン
の
苗
に

コ
ケ
を
巻
き
つ
け
た
作
品
も
で
き
ま

し
た
。
お
母
さ
ん
と
参
加
し
た
益
田

市
の
小
学
生
、釜
野
悠ゆ

う羽
さ
ん
は
「
ぎ

ゅ
っ
と
形
を
作
る
の
が
楽
し
か
っ
た

で
す
。
コ
ケ
に
触
る
と
、と
て
も
気
持

ち
良
か
っ
た
」と
苔
玉
を
手
に
ニ
ッ
コ

リ
笑
い
ま
し
た
。

　

苔
玉
ア
ー
ト
づ
く
り
と
同
じ
日
に
、

旧
江
津
郵
便
局
で
は
手
作
り
パ
ン
教

室
が
あ
り
ま
し
た
。
鈴
木
麻
里
さ
ん

（
邑
南
町
）の
指
導
の
も
と
、３
人
が
天

然
酵
母
を
使
用
し
た
イ
ン
グ
リ
ッ
シ

ュ
・
マ
フ
ィ
ン
作
り
に
挑
戦
。
お
し

ゃ
べ
り
を
楽
し
み
な
が
ら
、発
酵
か
ら

焼
き
上
げ
ま
で
を
体
験
し
ま
し
た
。

浜
田
市
三
隅
町
か
ら
参
加
し
た
尾
野

寿
子
さ
ん
は
「
今
回
の
よ
う
に
ア
ッ

ト
ホ
ー
ム
な
教
室
だ
と
、気
軽
に
参
加

で
き
て
、い
ろ
い
ろ
な
人
と
知
り
合
え

る
の
が
い
い
で
す
ね
。
石
見
地
方
に

は
都
会
の
よ
う
な
娯
楽
施
設
は
な
い

け
ど
、違
う
楽
し
み
方
が
あ
る
ん
だ
と

実
感
し
ま
し
た
」と
満
足
の
笑
み
を
浮

か
べ
て
い
ま
し
た
。

　

11
月
２
日
に
江
津
町
で
あ
っ
た
２

つ
の
教
室
。
13
人
の
参
加
者
の
う
ち
、

実
に
12
人
が
江
津
市
外
か
ら
の
参
加

で
し
た
。「
自
宅
か
ら
会
場
ま
で
１
時

間
か
か
る
有
料
の
教
室
で
し
た
が
、別

に
気
に
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
も
っ

と
体
験
型
の
イ
ベ
ン
ト
が
あ
っ
た
ら

い
い
で
す
ね
。
そ
の
時
に
は
ま
た
江

津
ま
で
行
き
た
い
で
す
」。
釜
野
悠
羽

さ
ん
の
お
母
さ
ん
、文
江
さ
ん
は
話
し

ま
す
。「
た
と
え
小
さ
な
イ
ベ
ン
ト
で

あ
っ
て
も
、そ
れ
が
魅
力
的
な
も
の
な

ら
、市
外
か
ら
で
も
来
て
く
れ
る
ん
で

す
。
そ
う
い
っ
た
小
さ
な
魅
力
を
積

み
重
ね
た
い
で
す
ね
」と
語
る
の
は

「
い
わ
み
ん
」を
主
催
す
る
「
イ
ワ
ミ

ノ
チ
カ
ラ
」の
伊
藤
康
丈
さ
ん
。
人
を

引
き
付
け
る
魅
力
は
、足
元
に
あ
る
の

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

92.3％＝11月2日に江津本町であったイベントに参加した
市外の人の割合（13人中12人）

【写真】１．「コケの感触が気持ちいい」。完成した苔玉を持って笑う釜野悠羽
さん（益田市）　２．「苔玉アート」づくりで使用したコケのシート　３．苔玉
の作り方を指導する二村さん（右）　４．冬に合うようにと葉ボタンの苗と合
体した苔玉も　５．「いいのができたね」。完成した苔玉を満足そうに眺める
岸野元晶君（左）。出雲市から両親と参加した。６．パン作り教室で鈴木さん

（左から２人目）にアドバイスを受けながら、パンの形を整える参加者　７．き
れいに形が整えられたパン生地。この後焼いて参加者で食べたとのこと。

１

２３４５６ ７

「いわみん」
　「地域の人が地域で楽しむ」がコンセプトの体験
プログラム。昨年から初夏と秋の年２回開催。今
秋は町歩きや神楽体験、座禅体験など 70 種類以上
のイベントが江津市など２市２町で催された。
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健康
＆

すくすく

江津健康ダイヤル２４ （２４時間年中無休 通話料 ・ 相談料無料）　☎０１２０－５０２－５６４

日 （曜日） 会場 ・ 受付時間

16 日 （火）
江津市役所　    9：00～ 15：00
※電話予約時に都合の良い時間帯をお選びください

食事相談
☆対象　糖尿病、境界型糖尿病、その他希望者

■問健康医療対策課健康増進係（内線 1252）

～シリーズ　働き盛り世代の脳梗塞予防～

アルコールは適量を守ることで
身体に優しくなります！

血管を守ろう③　～喫煙・飲酒（忘・新年会編）～

休日診療 済生会江津総合病院で行っています。（☎ 54-0101 ※ 事前にご連絡ください。）

イベ
ント

予防
接種

　お酒の適量を知っていますか？？お酒は
適量を守ることで身体に良い変化をもたら
すことが分かっています。
　ただし、飲みすぎれば毒。飲みすぎると身
体が脱水状態となりドロドロ血になって脳
梗塞のリスクが高まります。
　今年も残り１カ月になりました。12月は
忘年会シーズンです。どうしてもお酒を飲
む機会が増えると思います。そこで少しで
も血管に優しい飲み会にしてみませんか。

アルコールと喫煙の危ない関係…

　お酒を飲みながらたばこを吸うといつも
より次の日の二日酔いがひどくなりません
か？たばこは、アルコールを解毒してくれる
肝臓の働きや、血流を悪くすることで消化管
の働きを悪くし、胃がむかむかするなど二日
酔いの症状をひどくします。お酒を飲むな
ら禁煙をして、次の日をすっきりと迎えまし
ょう！

★ワンポイントアドバイス★
　たばこの副流煙には喫煙者が吸っている主流煙
よりニコチンや一酸化炭素などが多く含まれてい
ます。
　飲み会中は周りの人にも優しくなれるよう禁煙
しましょう！

主なお酒の適量の目安（これらのいずれか１つ分）

■ビール（５度）　
　中びん１本（500ml）　200kcal

日本酒（15 度）■
１合（180ml）　200kcal　

■焼酎（25 度）
　 1/2 カップ（100ml）　140kcal

■ ウイスキー（40 度）
　 ダブル１杯（60ml）　200kcal

ワイン（12 度）■
 グラス２杯弱（200ml）　

 150kcal　

※飲みすぎた次の日はカロリーを消費するためにもいつ
もより歩くことを意識しましょう。

※女性や高齢者
の適量は、これ
らの半分です。

● 12 月１日は、世界エイズデー
「AIDS IS NOT OVER ～まだ終わっていない～」 
　浜田保健所では、毎月第２・第４火曜日にエ
イズに関する相談・検査を行っています。 
■申■問浜田保健所　℡ 0855（29）5554 

麻しん・風しん（MR）の

予防接種を受けましょう

■「麻しん」とは
　麻しんウイルスの空気感染によっておこり、かかると39
～40℃の高熱と発疹が見られ、ときに肺炎・中耳炎・気管支
炎・脳炎などの合併症を併発し死亡することがあります。

■「風しん」とは
　風しんウイルスの飛沫感染によっておこり、発疹・発熱な
どを主な症状とし、関節痛や脳炎などの合併症を併発するこ
とがあります。免疫力のない妊婦が妊娠初期にかかると白
内障・心疾患・難聴などの症状を持つ先天性風しん症候群
児を出生することがあります。

　いずれも、予防するには予防接種以外に方法はありません。
まだ接種をしていない人は、平成27年３月31日（火）ま
でに早めに接種しましょう。対象年齢を過ぎると任意接種
（全額自己負担）となります。

■接種年齢・接種回数・対象者
①1歳～2歳（1期：1回	）生後12～24月
②小学校入学前1年間（2期：1回）
　　平成20年4月2日～平成21年4月1日生まれ

予防接種で保護者（父母）以外の同伴には

「委任状」が必要です

　定期予防接種を受ける際には、保護者（父母）の同伴が
原則ですが、やむを得ず保護者の同伴ができない場合、祖
父母や成人している兄弟姉妹など、お子さんの健康状態を
普段からよく知っている人が、保護者からの委任を受け同
伴することは差し支えありません。その際は「予防接種
委任状」が必要です。予防接種委任状がない場合は、予防
接種を受けられません。

■「予防接種委任状」について
・子育て支援課の窓口にあります。また、市ホームページ
からダウンロード印刷をしてご利用いただくこともでき
ます。
・予防接種の当日までに、保護者本人および同伴する人が
それぞれ署名し、接種日当日に同伴する人が医療機関に提
出してください。
・１人１回の接種につき１枚必要です。

■問子育て支援課子育て支援係
　℡（52）7487

参加無料しまね食育まつり in江津
　～見て・感じて・ワクワク食体験！～

　台風で中止としておりましたが・・・。改めて開催するこ
とになりました !!
◎日時　12 月７日（日）　10：00 ～ 14：00
◎場所　じばさんセンター

■プロに学ぶ楽しい・おいしい体験教室
　（申し込み必要・先着順）
☆	おいしい味ってどんな味	～味覚教室　10:30～11:30
　[対象 ]小学生とその保護者20組
☆あったかポタージュ作り12:30～13:30
　[対象 ]小学生以上（未就学児は保護者同伴）15人

　その他、団子作りや試食など、食育に関する楽しい体験コー
ナーがたくさんあります！

■申■問健康医療対策課健康増進係　（内線1253）

「おやこ・キラキラコンサート」を
開催します

　子育てサポートセンターでは、親子で生の音楽に触れて
楽しめる手作りの温かいコンサートを地域の子育て支援
関係者、小中高生ボランティアの協力のもと開催します。

◎日時　12 月 14 日（日）
　　　　開場 12：30　開演 13：00 ～ 15：30
◎場所　総合市民センター
◎主な出演者
　石見智翠館高校吹奏楽部・江津東小学校５年生・
　津宮小学校５年生・子育て中の保護者グループ・
　子育て支援センター職員

■問子育てサポートセンター
　（ＮＰＯ法人ちゃいるどりーむ）
　　　TEL（５２）０５６９
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寒
い
冬
は
、
気
温
の
低
下
や
急

激
な
温
度
変
化
に
よ
る
心
臓
病
に

注
意
が
必
要
で
す
。
心
不
全
な
ど

と
い
っ
た
心
臓
病
も
冬
に
多
く
起

こ
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

心
不
全
は
心
臓
の
機
能
が
低
下
し

て
全
身
に
水
が
た
ま
る
病
気
で
す
。

特
に
胸
や
肺
に
水
が
溜
ま
る
と
呼

吸
が
苦
し
く
な
り
ま
す
。
高
血
圧

な
ど
心
臓
の
機
能
が
低
下
す
る
原

因
は
さ
ま
ざ
ま
で
す
が
、
そ
の
よ

う
な
人
が
塩
分
水
分
を
と
り
す
ぎ

た
り
、
血
圧
を
上
げ
た
り
、
風
邪

を
ひ
い
た
り
す
る
と
心
不
全
が
起

こ
り
や
す
く
な
り
ま
す
。

　

寒
い
冬
を
健
康
に
過
ご
す
対
策

と
し
て
外
出
時
に
マ
ス
ク
、
マ
フ

ラ
ー
、
手
袋
な
ど
で
急
に
冷
え
な

い
よ
う
に
し
た
り
、
ト
イ
レ
や
浴

室
、
脱
衣
場
と
い
っ
た
寒
い
場
所

を
あ
ら
か
じ
め
暖
め
て
お
い
て
温

度
差
を
な
く
す
よ
う
に
し
ま
し
ょ

言
葉
の

「
く
す
り
」

寒い冬に備えて・・・

済生会江津総合病院
副院長（循環器科部長）

　中澤　芳夫

う
。
ま
た
風
邪
な
ど
の
呼
吸
器
感

染
は
発
熱
な
ど
に
よ
り
心
臓
へ
の

負
担
を
大
き
く
し
、
心
不
全
を
引

き
起
こ
し
ま
す
。
外
出
後
は
う
が

い
、
手
洗
い
な
ど
感
染
予
防
を
し
っ

か
り
行
い
風
邪
を
ひ
か
な
い
よ
う

に
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

　

話
は
変
わ
り
ま
す
が
、
今
当
院

の
救
急
外
来
に
お
い
て
軽
症
患
者

さ
ん
が
増
え
て
い
ま
す
。
軽
症
患

者
さ
ん
が
救
急
外
来
に
あ
ふ
れ
て

し
ま
う
と
本
来
緊
急
で
治
療
を
受

け
る
べ
き
患
者
さ
ん
か
ら
診
療
す

る
医
師
と
場
所
と
時
間
を
奪
っ
て

し
ま
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
当
院

も
医
師
不
足
に
あ
り
、
こ
の
ま
ま

だ
と
医
師
が
疲
弊
し
て
し
ま
い
、

地
域
の
救
急
医
療
体
制
が
維
持
で

き
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
市

民
の
皆
さ
ん
に
は
、
軽
症
の
場
合

や
皆
様
の
時
間
調
整
が
可
能
な
場

合
は
通
常
診
療
時
間
帯
に
お
近
く

の
開
業
医
の
先
生
に
診
て
も
ら
い

専
門
医
の
診
察
や
治
療
が
必
要
か

ど
う
か
を
ま
ず
判
断
し
て
も
ら
う

よ
う
に
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思

い
ま
す
。
当
院
で
は
、
市
民
の
方
々

に
貢
献
で
き
る
医
療
提
供
に
努
力

し
て
参
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
の
で
ご
理
解
・
ご
協
力
を
よ
ろ

し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

【
12
月
第
２
週
の
小
児
科
救
急
外
来
の

診
察
に
つ
い
て
】

　

小
児
科
救
急
外
来
の
受
け
入
れ
は
、

毎
月
第
２
木
曜
日
17
時
～
日
曜
日
17

時
、
お
よ
び
第
４
木
曜
日
17
時
～
日

曜
日
17
時
で
す
が
、
12
月
の
小
児
科

救
急
外
来
の
受
け
入
れ
に
つ
い
て
は

次
の
と
お
り
と
な
り
ま
す
。
ご
迷
惑

を
お
か
け
し
ま
す
が
、
ご
理
解
と
ご

協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

江津市図書館　 52-0551 桜  江  分  館　 92-0300

Welcome to Library 　図書館においでよ！

【休館日】　毎週火曜日（2 日、9 日、16 日、23 日）
【年末年始の休館日】29 日（月）～ 1 月 3 日（土）　
※休館中や早朝、夜間の返却には、返却ポストをご利用ください。
必ず、備え付けの用紙にお名前などをご記入ください。大型絵本、
CD、DVD、紙芝居の返却はカウンターでお願いします。

12 月のとしょかんクラブ

　「クリスマスリースをつくろう☆」
　◎日時　12月21日（日）午後３時～
　◎場所　郷田公民館集会室（申込不要）

図書館、あれこれ
Ｑ．図書館でコピーはしてもらえますか？
Ａ．①図書館の本であればコピーできます。ただし、著
　　　作権法の範囲内になります。
　　②図書館外部から持ち込まれたものはコピーする
　　　ことができません。
　　③当日の新聞、最新号の雑誌についてはコピーする
　　　ことができません。
　　④コピーには料金がかかります。
　　　　→１枚につき、白黒10円　カラー50円です。

みはしたかこ
｢原画展｣　開催中！

日時 内容

12 月 11 日（木）17 時
～ 14 日（日）17 時

小児科派遣医師不
在のため小児科救
急外来の受け入れ
が出来ません

12 月 25 日（木）17 時
～ 28 日（日）17 時

通常どおり小児科
救急外来受け入れ
可能

　江津市在住のイラストレーター、みはしたか
こさんの原画展を、江津市図書館の館内通路に
て開催中です。
　繊細で優しさに溢れるタッチは、思わずほほ
笑みの浮かぶ作品の数々。本物に触れることが
できる絶好の機会、是非ご覧ください。

■展示コーナーでは、みはしさんのイラスト入
りカレンダーの紹介もしています。
■２０１５年カレンダー（壁掛けタイプ・はが
きタイプ）の予約ができます。

「波積絵本の読み聞かせの会」が功労賞受賞！
　「波積絵本の読み聞かせの
会」（井田晴子代表）が、島根
県図書館協会（島根県読書
推進協議会部）から島根県読
書推進運動功労賞（団体）を
受賞しました。
　この賞は、読書推進に功績
のあった人・団体を表彰す
るものです。「波積絵本の読み聞かせの会」（会員７人）は平成８
年５月の結成以来、今日までの18年間にわたって絵本の読み聞
かせを続けてこられました。
　会員の皆さん、おめでとうございます。

トピックス

開催期間：
　12 月 28 日（日）まで
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広報担当のカメラから
まちの息吹をお届けします

力いっぱいに「共に生きる」
　～ 書家  金澤翔子さんが揮毫 ～

　書家の金澤翔子さんが11月８日、桜江町の今井美術館で500
人を前に、揮毫を披露しました。
　江津市合併10周年・市制施行60周年を記念した同美術館
で開催された特別展「金澤翔子の世界」に併せたもの。２畳分
の紙に「共に生きる」と力強く書き上げました。完成後は、大好
きなマイケル・ジャクソンの曲に合わせてダンスを披露し、会
場を沸かせました。
　揮毫の前には、昨年夏に豪雨災害の被害を受けた江津市のた
めに書き上げた作品「復興」を、山下市長に贈呈しました。

第 64 回「社会を明るくする運動」標語入選作品

平成 26 年度  江津市地球温暖化防止標語
入選作品

入
選

【最優秀賞】

あいさつが　地域に笑顔の　輪を作る	 　　	森　　彰太（江東中２年）	

【優秀賞】

変えるのは　日頃のあいさつ　優しい言葉	　　	大旗　夏菜（江津中３年）	

あいさつと優しい心で　咲く笑顔	　　　　　　小西　啓太（青陵中１年）	

「関係ない。」　見て見ぬふりも　いじめだよ　		上岡　　楓（桜江中２年）	

気づいてよ　その子の心の　叫び声	 　　	小松　由奈（江東中３年）	

【佳作】

ごめんなさい　その一言で　仲直り	 　　	斉藤　顕成（青陵中３年）	

その言葉　君の心は　許してる？	　　　　　　湯淺　誠豊（桜江中２年）	

「大丈夫」　私を救う　君の声	 　　　　　　盆子原一華（青陵中２年）	

暗闇に　光りをともす　友の声	 　　　　　　行吉　雄真（江津中２年）	

立ち直り　見守っていこう　温かく	 　　	三上沙依子（桜江中３年）	

差し出す手　その温かさに　「ありがとう」　　		玉野　ひな（青陵中２年）	

つなごうよ　みんなの手と手　心の手	 　　	桑原　志季（青陵中３年）	

だいじょうぶ　きっとひらける　きみの道	　　	阿部　真弘（江津中１年）	

一人じゃない　まわりをみれば　みんないる						桑原　葉月（江東中３年）	

【江津市長賞】

　「もったいない」　その一言で　世界をかえる	 二若　千波（青陵中３年）

【江津市教育委員会教育長賞】

　マイバッグ　環境を守る　第１歩	 　　　　佐々木聖奈（桜江中2年）

【江津市地球温暖化対策推進協議会会長賞】

　エコバッグ　心と自然を　包み込む	 　　　　小西　啓太（青陵中1年）

　温暖化　「早く止めろ」と　地球が言う	 　　　　今浦　康輔（江津中3年）

　スイッチＯＦＦ　指１本で　できるエコ	　　　　三町　浩貴（江東中3年）

【優秀賞】

　温暖化　未来の事も　考えて																																						松本　京子（青陵中1年）

　動こうよ　皆が住む地球　守るため																										安井　綾音（青陵中3年）

　リサイクル　みんなで取り組む　エコ活動	 	田中　茉唯（青陵中3年）

　温暖化　一人一人が　意識せよ	　　　　				　　　藤原　聖成（江津中2年）

　ごみ減らし　地球のストレス　解消だ	 　													井口　貴志（江津中3年）

　立ち上がれ　今こそ地球を　守る時	 　　　					七田　航大（江津中3年）

　ごみ減らそう　みんなの力で　地球のため														益野　菜帆（江東中3年）

作
品

手づくりの味は最高です
～ 渡津小で「弁当の日 ～

命と命の交流がそこに
～ 津宮小で「赤ちゃん登校日」 ～

雨でも楽しいお祭り日
～ 桜江いきいき祭り～

　渡津小学校で11月１日、児童
による弁当作りの取り組み「弁
当の日」がありました。
　「弁当の日」は香川県の元校
長、竹下和男さんが提唱した取
り組み。食材の購入から調理、
片付けまでを児童自身が責任を
持って行います。江津市内での
取り組みは渡津小が初めて。
　朝早くから起きて、弁当を作
った児童たち。「自分で作った
弁当はおいしいです」と笑顔で
食べていました。

　津宮小学校で９月から11月
にかけて「赤ちゃん登校日」が
あり、５年生が赤ちゃんとの関
わりを通じて命の尊さ、コミュ
ニケーションの大切さを学びま
した。
　事前学習を経て、小学生と赤
ちゃん親子が３回にわたり交流
するプログラム。11月６日には
最後の交流があり、小学生は赤
ちゃんを抱きかかえ、ほほ笑む
ことで命の重みを受け止めてい
ました。

　秋の桜江を盛り上げる「桜江
いきいき祭り」が11月８日と９
日、桜江町川戸のコミュニティ
センター周辺でありました。
　ステージイベントや屋台でに
ぎわう２日目は、昨年に続いて
あいにくの雨。一部はセンター
内のホールに変更されました。
　ことし初めて吹奏楽コンクー
ル中国大会に出場した桜江中
学校吹奏楽部は屋外で演奏を披
露。息の合った音を奏で、大き
な拍手を受けました。
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江津百景

日
没
後
30
分
間
は

魔
法
の
時
間

秋
の
日
は
つ
る
べ
落
と
し
。

日
を
追
う
ご
と
に
太
陽
の
沈
む
時
間
が

早
く
な
っ
て
い
ま
す
。

11
月
４
日
午
後
５
時
20
分
ご
ろ
、

み
る
み
る
う
ち
に
太
陽
が

水
平
線
に
消
え
て
い
き
ま
し
た
。

し
ば
ら
く
す
る
と
、

日
が
沈
ん
だ
あ
た
り
が
赤
く
染
ま
り
は
じ
め
、

水
平
線
に
沿
っ
て

次
第
に
広
が
っ
て
い
き
ま
し
た
。

沖
に
は
船
の
い
さ
り
火
が

一
つ
、ま
た
一
つ
と
増
え
て
い
き
ま
し
た
。

上
空
は
深
い
青
色
が
広
が
る
一
方
で
、

地
上
に
は
夜
の
世
界
が
到
来
。

空
の
青
、水
平
線
の
赤
、地
上
の
黒
。

３
つ
の
色
の
層
が
江
津
の
町
に
現
れ
ま
し
た
。

日
没
直
後
の
薄
明
り
の
時
間
帯
を

「
マ
ジ
ッ
ク
ア
ワ
ー
」と
い
い
ま
す
。

時
間
に
し
て
お
よ
そ
30
分
。

町
が
魔
法
に
か
か
っ
た
か
の
よ
う
で
し
た
。

撮影場所：江津市役所屋上（11 月４日午後５時 41 分撮影）
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江津市役所　℡（52）2501市政のお知らせ

★ ★
12
月
４
日
か
ら
10
日
ま
で
は

「
人
権
週
間
」
で
す

　

１
９
４
８
年
12
月
10
日
に
第
３
回
国

際
連
合
総
会
で
世
界
人
権
宣
言
が
採
択

さ
れ
て
以
来
、
国
連
で
は
、
毎
年
12
月

10
日
を「
人
権
デ
ー
」と
定
め
て
い
ま
す
。

わ
が
国
で
は
、
毎
年
12
月
４
日
か
ら
10

日
ま
で
の
一
週
間
を「
人
権
週
間
」と
し
、

人
権
思
想
の
普
及
に
努
め
て
い
ま
す
。

「
人
権
週
間
」
に
あ
た
っ
て
、
21
世
紀
が

「
人
権
の
世
紀
」
で
あ
る
こ
と
を
改
め
て

思
い
起
こ
し
、
私
た
ち
一
人
一
人
が
「
人

権
」
を
尊
重
す
る
こ
と
の
重
要
性
を
正

し
く
認
識
し
、
明
る
く
豊
か
な
住
み
よ

い
社
会
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

　

全
国
各
地
の
法
務
局
で
は
職
員
や
人

権
擁
護
委
員
が
人
権
に
関
す
る
相
談
を

お
受
け
し
て
い
ま
す
。（
窓
口
・
電
話
相

談
受
付
は
、
平
日
午
前
８
時
30
分
～
午

後
５
時
15
分
）

◎
窓
口
相
談　
　

各
地
の
法
務
局

◎
電
話
相
談

・
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

０
５
７
０
（
０
７
０
）
８
１
０

・
子
ど
も
の
人
権
１
１
０
番　
　
　

０
１
２
０
（
０
０
７
）
１
１
０

・
み
ん
な
の
人
権
１
１
０
番　
　
　

０
５
７
０
（
０
０
３
）
１
１
０

ま
た
は
、
お
近
く
の
人
権
擁
護
委
員
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

本
市
の
人
権
擁
護
委
員
は
次
の
皆
さ

ん
で
す
（
敬
称
略
）。

　

本
藤
繁
夫
（
敬
川
町
）
木
村
典
子
（
渡

津
町
）
大
原
康
敬
（
都
治
町
）
木
原
聖
（
都

野
津
町
）
森
奈
々
子
（
浅
利
町
）
田
野

美
恵
子
（
桜
江
町
鹿
賀
）
服
部
恭
子
（
桜

江
町
市
山
）

◎
人
権
週
間
に
併
せ
『
人
権
啓
発
作
品

展
』
を
総
合
市
民
セ
ン
タ
ー
・
エ
ン
ト

ラ
ン
ス
ホ
ー
ル
に
て
開
催
し
て
い
ま
す
。

※
開
催
期
間
：
12
月
1
日

（月）
～
11
日

（木）

確
定
申
告

社
会
保
険
料
控
除
の

「
保
険
料
納
付
額
通
知
」を
大
切
に

　

平
成
26
年
１
月
か
ら
12
月
の
間
に
支

払
っ
た
「
介
護
保
険
料
」「
国
民
健
康
保

険
料
」「
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
」「
国

民
年
金
保
険
料
」な
ど
は
確
定
申
告
で

「
社
会
保
険
料
控
除
」の
対
象
と
な
り
ま

す
。

　

確
定
申
告
の
際
に
必
要
な
年
間
納
付

額
（
控
除
額
）の
分
か
る
書
類
が
次
の
と

お
り
通
知
さ
れ
ま
す
の
で
、大
切
に
保
管

し
て
く
だ
さ
い
。

　

人
権
週
間

■問
人
権
啓
発
セ
ン
タ
ー℡

（
５
２
）
１
０
１
８　

社
会
保
険
料
の
種
類

問
い
合
わ
せ
先

通
知
時
期

介
護
保
険
料

浜
田
地
区
広
域
行
政
組
合
介
護
保
険
課

　

℡
０
８
５
５
（
２
５
）１
５
２
０

江
津
市
健
康
医
療
対
策
課
高
齢
者
福
祉
係

　

℡
（
５
２
）２
５
０
１
（
内
線
１
２
４
８
）

１
月
中
旬

（
平
成
26
年
中
に

　

納
付
し
た
保
険
料
）

※
注
１

国
民
健
康
保
険
料

江
津
市
保
険
年
金
課
国
民
健
康
保
険
係

　

℡
（
５
２
）７
４
８
３

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
江
津
市
保
険
年
金
課
医
療
年
金
係

　

℡
（
５
２
）７
４
８
３

国
民
年
金
保
険
料

日
本
年
金
機
構

控
除
証
明
書
専
用
ダ
イ
ヤ
ル

　

℡
０
５
７
０
（
０
７
０
）１
１
７

　

※
Ｉ
Ｐ
電
話
・
Ｐ
Ｈ
Ｓ
の
場
合

　
　

０
３
（
６
７
０
０
）１
１
３
０

①
11
月
上
旬

②
２
月
上
旬
（
10
月
以
降
に

は
じ
め
て
保
険
料
を
納
付
し

た
人
）

※注 1　年金特別徴収（年金天引き）分につい
ては、日本年金機構などが発行する「公的年金
の源泉徴収票」に保険料支払金額が記載されま
すので、通知はありません。

○障害年金や遺族年金などの非課税年金の受給
者には「公的年金の源泉徴収票」は交付されま
せん。社会保険料を非課税年金から特別徴収

（年金天引き）されており、その納付額が必要な
場合は、表中の各問い合わせ先でご確認くださ
い。

★
来
年
４
月
か
ら
勤
務
す
る

江
津
市
職
員
を
募
集
し
ま
す

◎
試
験
区
分
・
採
用
予
定
人
員
・

　

受
験
資
格
な
ど

①
土
木
＝
若
干
名

※
昭
和
54
年
４
月
２
日
～
平
成
９
年
４

月
１
日
に
生
ま
れ
、学
校
教
育
法
に
基
づ

く
大
学
、専
門
学
校
、専
修
学
校
、高
等
学

校
で
土
木
に
関
す
る
課
程
を
修
了
ま
た

は
修
了
見
込
み
の
人
。
並
び
に
江
津
市

が
こ
れ
ら
の
人
と
同
等
の
資
格
が
あ
る

と
認
め
る
人
が
対
象

②
経
験
者
採
用
（
一
般
事
務
）＝
若
干
名

※
昭
和
54
年
４
月
２
日
～
昭
和
60
年
４

月
１
日
に
生
ま
れ
、民
間
企
業
な
ど
で
継

続
し
て
１
年
以
上
就
業
し
た
期
間
が
通

算
し
て
５
年
以
上
あ
る
人
が
対
象

※
柔
軟
な
発
想
力
や
サ
ー
ビ
ス
意
識
を

生
か
し
た
仕
事
を
進
め
ら
れ
る
人
、民
間

企
業
な
ど
で
培
っ
た
経
験
を
市
政
に
生

か
し
た
い
と
思
っ
て
い
る
人
な
ど
を
求

め
て
い
ま
す
。

◎
採
用
予
定
年
月
日

　
　

平
成
27
年
４
月
１
日

◎
試
験
日

・
第
一
次
試
験　

１
月
11
日

（日）　

・
第
二
次
試
験　

２
月
１
日

（日）
予
定

◎
受
験
手
続

・
受
験
申
込
書
の
請
求

　

〒
６
９
５
‐
８
５
０
１

　

江
津
市
江
津
町
一
五
二
五
番
地

　

江
津
市
役
所
人
事
課
ま
で

※
郵
送
請
求
す
る
際
は
、試
験
区
分
を
明

記
し
て
く
だ
さ
い
。

・
申
込
受
付
期
間

　

12
月
１
日

（月）
～
22
日

（月）

※
試
験
情
報
の
詳
細
は
、江
津
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

江
津
市
職
員
募
集

■問
人
事
課
人
事
給
与
係

（
内
線
１
３
３
１
・
１
３
３
２
）

　

寒
さ
厳
し
い
季
節
が
到
来
し
ま
し
た
。

気
温
が
０
度
以
下
に
な
る
と
、
日
中
で

も
家
庭
の
水
道
管
が
凍
結
す
る
恐
れ
が

あ
り
ま
す
の
で
、
十
分
に
注
意
し
ま
し
ょ

う
。

◎
凍
結
か
ら
守
る
に
は

　

露
出
し
た
水
道
管
、
水
道
メ
ー
タ
ー

な
ど
に
新
聞
紙
、
古
布
、
ダ
ン
ボ
ー
ル
、

発
泡
ス
チ
ロ
ー
ル
な
ど
を
巻
き
付
け
て

保
温
し
て
く
だ
さ
い
（
火
災
の
原
因
に

な
る
の
で
給
湯
器
、温
水
器
、ボ
イ
ラ
ー
、

井
戸
用
ポ
ン
プ
な
ど
に
は
巻
き
付
け
な

い
で
く
だ
さ
い
）。

◎
凍
結
し
た
と
き
は

　

水
道
管
に
タ
オ
ル
な
ど
を
巻
き
付
け
、

ゆ
っ
く
り
ぬ
る
ま
湯
を
か
け
て
く
だ
さ

い
（
熱
湯
を
か
け
る
と
、
水
道
管
が
破

裂
す
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
）。
も
し
壊
れ

た
ら
、
江
津
市
給
水
装
置
工
事
指
定
業

者
に
修
理
を
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。

◎
修
理
費
用
・
水
道
料
金
は
自
己
負
担

　

本
管
分
岐
か
ら
止
水
栓
ま
で
は
市
が

維
持
管
理
し
、
そ
こ
か
ら
宅
内
側
は
所

有
者
（
使
用
者
）
が
維
持
管
理
す
る
こ

と
に
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
水
道
管
凍

結
、
漏
水
の
修
理
や
改
造
に
か
か
る
費

用
は
所
有
者
（
使
用
者
）
の
負
担
に
な

り
ま
す
。

　

水
道
課
で
は
、
凍
結
に
よ
る
漏
水
の

場
合
、
水
道
料
金
の
減
免
な
ど
は
行
っ

て
い
ま
せ
ん
。
凍
結
、
破
裂
対
策
は
十

分
に
行
い
ま
し
ょ
う
。

水
道
管
の
凍
結
に
ご
注
意
を
■問
水
道
課
管
理
係

℡
（
５
２
）
０
５
５
５

★
児
童
扶
養
手
当
と
公
的
年
金
給
付

な
ど
と
の
併
給
制
限
見
直
し

　

児
童
扶
養
手
当
法
が
改
正
さ
れ
、
平

成
26
年
12
月
1
日
以
降
は
、
公
的
年
金

給
付
な
ど
の
額
が
児
童
扶
養
手
当
額
よ

り
低
い
場
合
に
は
、
そ
の
差
額
分
の
手

当
を
受
給
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

現
在
、
公
的
年
金
給
付
を
受
け
て
い

て
、
児
童
扶
養
手
当
の
該
当
に
な
っ
て

い
な
か
っ
た
人
は
、
平
成
26
年
12
月
１

日
～
平
成
27
年
3
月
31
日
に
申
請
す
る

と
、
12
月
分
か
ら
受
給
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

児
童
扶
養
手
当

■問
子
育
て
支
援
課
子
育
て
支
援
係

℡
（
５
２
）
７
４
８
７
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江津市役所　℡（52）2501市政のお知らせ
日本イロハ感想記小

シャオ

夏
シャ

の

～
年
末
～

　

い
よ
い
よ
年
末
で
す
。年
賀
状
に
忘
年
会
、

大
掃
除
な
ど
、
年
越
し
に
向
か
い
何
か
と
忙

し
く
な
り
ま
す
。中
国
で
も
年
末
は
忙
し
い

で
す
が
、
日
本
の
年
末
風
景
は
中
国
と
異
な

る
と
こ
ろ
が
多
い
で
す
。

　

例
え
ば
、
年
賀
状
。日
本
で
は
１
年
間
お
世

話
に
な
っ
た
人
や
親
戚
、
友
人
に
年
賀
状
を

出
す
の
が
習
わ
し
で
、
１
つ
の
家
庭
で
数
十

枚
を
出
す
の
が
普
通
だ
と
聞
き
ま
し
た
。そ

の
数
の
多
さ
に
私
は
び
っ
く
り
し
ま
し
た
。

中
国
で
は
個
人
で
出
す
こ
と
は
珍
し
く
、
ビ

ジ
ネ
ス
上
で
の
や
り
取
り
が
ほ
と
ん
ど
で

す
。

　

ま
た
、年
賀
状
の
種
類
も
、日
本
に
は
子
ど

も
や
家
族
の
写
真
が
入
っ
て
い
る
オ
リ
ジ
ナ

ル
年
賀
状
が
あ
っ
て
、
と
て
も
新
鮮
で
す
。郷

に
入
っ
て
は
郷
に
従
え
。私
も
江
津
に
来
て

か
ら
、
年
賀
状
を
出
す
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

友
人
と
の
つ
な
が
り
が
深
ま
っ
た
だ
け
で
な

く
、
句
読
点
や「
去
年
」な
ど
の
言
葉
を
使
わ

な
い
マ
ナ
ー
も
知
り
ま
し
た
。

　

年
末
は
忘
年
会
の
シ
ー
ズ
ン
で
も
あ
り
ま

す
。日
本
で
は
、
職
場
や
友
達
、
趣
味
の
サ
ー

ク
ル
な
ど
、
複
数
の
忘
年
会
に
参
加
す
る
方

が
多
い
か
と
思
い
ま
す
。１
年
の
苦
労
を
忘

れ
る
た
め
に
宴
会
を
開
く
。こ
れ
は
日
本
独

特
の
文
化
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。中
国
に
も
旧

暦
の
年
末
に
宴
会
を
行
う
習
慣
が
あ
り
ま
す

が
、「
忘
年
会
」
で
は
な
く
、「
年
会
」
や
「
新

年
会
」
と
言
い
ま
す
。そ
し
て
、
そ
の
ほ
と
ん

ど
は
会
社
が
社
員
の
労
を
ね
ぎ
ら
う
た
め
に

行
う
も
の
で
す
。友
達
や
趣
味
の
仲
間
と
忘

年
会
を
す
る
こ
と
は
少
な
い
で
す
。

　

中
国
独
特
の
年
末
風
景
と
い
っ
た
ら
、
旧

暦
12
月
８
日
の
臘ろ
う
は
ち
せ
つ

八
節
が
あ
り
ま
す
。臘
八

節
は
１
年
の
豊
作
を
感
謝
し
、
祝
う
祭
り
で

す
。こ
の
日
に
、
人
々
は
臘ろ
う
は
ち
が
ゆ

八
粥
を
食
べ
ま

す
。米
や
小
豆
、
ナ
ツ
メ
、
落
花
生
な
ど
た
く

さ
ん
の
穀
物
と
果
実
で
作
ら
れ
る
甘
い
お
粥

で
す
。蠟
八
節
の
ほ
か
、
地
方
に
よ
っ
て
年
末

の
風
景
が
異
な
る
の
も
中
国
の
特
徴
で
す
。

例
え
ば
、
私
の
故
郷
の
四
川
省
は
中
国
有
数

の
養
豚
産
地
な
の
で
、年
末
に
な
る
と
、旧
正

月
の
ご
馳
走
に
各
家
庭
で
く
ん
製
肉
や
ソ
ー

セ
ー
ジ
を
作
る
の
が
風
習
で
す
。

　

新
年
ま
で
あ
と
１
カ
月
で
す
。年
末
は
い

ろ
い
ろ
忙
し
い
で
す
が
、
一
緒
に
楽
し
く
元

気
に
新
年
を
迎
え
ま
し
ょ
う
。

国
民
年
金
保
険
料
の
ご
案
内
を

民
間
委
託
し
て
い
ま
す

年金だより 保険年金課医療年金係　℡（５２）７４８３

　

日
本
年
金
機
構
で
は
、国
民
年
金
保
険
料
の
納
め
忘
れ

を
し
て
い
る
人
に
対
し
て
、電
話
・
文
書
・
戸
別
訪
問
に

よ
る
納
付
や
免
除
な
ど
の
申
請
手
続
き
の
ご
案
内
を
民
間

業
者
へ
委
託
し
て
い
ま
す
。

　

江
津
市
を
担
当
す
る
民
間
事
業
者
は
、次
の
と
お
り
で

す
。

　
　

東
京
ソ
フ
ト
㈱　

　
　

℡
０
５
７
０
（
０
０
０
）３
２
８

【
ご
注
意
い
た
だ
く
点
】

●
民
間
事
業
者
は
、顔
写
真
入
り
の
納
付
督
励
員
証
明
書

　
（
身
分
証
）を
携
帯
し
て
い
ま
す
。

●
日
本
年
金
機
構
が
発
行
す
る
納
付
書
に
よ
り
最
寄
り
の

　

金
融
機
関
や
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
お
支
払
い
い

　

た
だ
く
よ
う
ご
案
内
し
ま
す
。

●
納
付
書
を
お
持
ち
の
人
に
限
り
、保
険
料
を
お
預
か
り

　

い
た
し
ま
す
。

●
銀
行
口
座
を
指
定
し
て
Ａ
Ｔ
Ｍ
の
操
作
に
よ
り
振
り
込

　

み
を
お
願
い
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

■問
浜
田
年
金
事
務
所

　
　

℡
０
８
５
５
（
２
２
）０
６
７
３

江津市国際交流員

夏
シ ャ

　瑞
ル イ

紅
ホ ン

★

★

★
臨
時
福
祉
給
付
金
・
子
育
て
世
帯

臨
時
特
例
給
付
金
の
申
請
期
限
は

12
月
26
日
で
す

　

ま
だ
、申
請
し
て
い
な
い
人
は
、忘
れ

ず
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

※
子
育
て
世
帯
臨
時
特
例
給
付
金
の
対

象
者
が
公
務
員
の
場
合
に
は
、江
津
市
で

は
確
認
が
で
き
な
い
た
め
、申
請
用
紙
を

お
送
り
し
て
い
ま
せ
ん
。
職
場
か
ら
交

付
さ
れ
た
「
児
童
手
当
受
給
証
明
書
」な

ど
を
持
参
の
上
、申
請
期
間
内
に
手
続
き

を
済
ま
せ
て
く
だ
さ
い
。

◎
申
請
方
法

【
郵
送
】　

申
請
書
用
紙
に
同
封
し
て
い

る
返
信
用
封
筒
を
お
使
い
く
だ
さ
い
。

切
手
は
不
要
で
す
。

【
直
接
持
参
】臨
時
福
祉
給
付
金
は
２
階

社
会
福
祉
課
、子
育
て
世
帯
臨
時
特
例
給

付
金
は
２
階
子
育
て
支
援
課
で
受
け
付

け
て
い
ま
す
。
桜
江
支
所
で
は
引
き
続

き
、申
請
窓
口
を
設
け
て
い
ま
す
。

臨
時
福
祉
給
付
金
・
子
育
て
世
帯
臨
時
特
例
給
付
金

■問
社
会
福
祉
課
地
域
福
祉
係　

℡
（
５
２
）
７
４
８
６

　

子
育
て
支
援
課
子
育
て
支
援
係　

℡
（
５
２
）
７
４
８
７

障
が
い
の
あ
る
人
が
対
象
の

各
種
手
当

◎
特
別
障
害
者
手
当

　

在
宅
の
20
歳
以
上
で
、日
常
生
活
に
お

い
て
常
時
特
別
の
介
護
を
必
要
と
す
る

重
度
障
が
い
者
に
支
給

◎
障
害
児
福
祉
手
当

　

在
宅
の
20
歳
未
満
で
、日
常
生
活
に
お

い
て
常
時
介
護
を
必
要
と
す
る
重
度
障

が
い
児
に
支
給

◎
特
別
児
童
扶
養
手
当

　

在
宅
の
20
歳
未
満
で
、中
度
・
重
度
の

障
が
い
児
の
養
育
者
に
支
給

※
こ
れ
ら
の
手
当
を
受
け
る
に
は
手
続

き
が
必
要
で
す
。
障
が
い
の
程
度
や
所

得
に
よ
る
受
給
制
限
が
あ
り
ま
す
。

島
根
県
心
身
障
害
者
扶
養

共
済
制
度

　

障
が
い
の
あ
る
人
を
扶
養
し
て
い
る

保
護
者
が
、自
ら
の
生
存
中
に
毎
月
一
定

の
掛
金
を
納
め
る
こ
と
に
よ
り
、保
護
者

に
万
一
の
こ
と
（
死
亡
・
重
度
障
害
）が

あ
っ
た
と
き
、障
が
い
の
あ
る
人
に
終
身

一
定
額
の
年
金
を
支
給
す
る
制
度
で
す
。

◎
掛
金
月
額
（
一
口
当
た
り
）

　

９
３
０
０
円
～
２
万
３
３
０
０
円

◎
年
金
の
額

・
一
口
加
入
者　

月
額
２
万
円

・
二
口
加
入
者　

月
額
４
万
円

障
が
い
者
福
祉

■問
社
会
福
祉
課
地
域
福
祉
係　

℡
（
５
２
）
７
４
８
６

★
ご
理
解
と
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す

　

江
津
市
と
島
根
県
で
は
、大
雪
の
際
、

状
況
に
応
じ
て
除
雪
作
業
を
行
い
ま
す

の
で
、次
の
こ
と
に
つ
い
て
、ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

◎
市
道
桜
江
日
和
線
（
日
桜
ロ
ー
ド
）

は
、凍
結
な
ど
の
恐
れ
が
あ
る
た
め
、冬

期
全
面
通
行
止
め
と
な
り
ま
す
。

　
（
12
月
15
日
～
２
月
末
日
予
定
）

※
天
候
や
道
路
状
況
に
よ
り
規
制
開
始

が
変
更
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

◎
除
雪
作
業
の
妨
げ
に
な
り
ま
す
の
で
、

路
上
駐
車
は
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

◎
積
雪
に
よ
り
、立
木
の
枝
が
通
行
の
支

障
と
な
る
場
合
は
、断
り
な
く
伐
採
す
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

◎
民
家
の
入
口
な
ど
の
除
雪
は
、各
個
人

で
対
応
し
て
く
だ
さ
い
。

◎
国
道
、県
道
、市
道
な
ど
に
置
い
て
あ

る
凍
結
防
止
剤
は
、持
ち
帰
ら
な
い
で
く

だ
さ
い
。

道
路
の
除
雪

■問
土
木
建
設
課
施
設
管
理
係
℡
（
５
２
）
７
４
９
１

　

島
根
県
浜
田
県
土
整
備
事
務
所
℡
０
８
５
５
（
２
９
）
５
６
７
６
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燃
え
る
ご
み
の

特
別
収
集
・
休
日
開
場
日

◎
日
時

①
12
月
29
日

（月）

（
燃
え
る
ご
み
の
収
集
日
が
月
・
木
曜

日
の
地
区
が
対
象
）

②
12
月
30
日

（火）

（
燃
え
る
ご
み
の
収
集
日
が
火
・
金
曜

日
の
地
区
が
対
象
）

※
両
日
と
も
、
エ
コ
ク
リ
ー
ン
セ
ン

タ
ー
（
可
燃
物
処
理
場
）
へ
の
持
ち

込
み
も
可
能
で
す
。

■申
■問
市
民
生
活
課
生
活
環
境
係

（
内
線
１
１
１
８
・
１
１
１
９
）

　

エ
コ
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

℡
（
５
３
）５
０
８
１

不
燃
物
処
理
場
の

休
日
開
場
日

◎
日
時　

12
月
28
日

（日）

　
　
　
　

午
前
９
時
～
正
午

※
事
業
系
の
ご
み
は
持
ち
込
み
不

可
。一
般
家
庭
の
燃
え
な
い
ご
み
の

み
が
対
象
で
、
有
料
で
す
。必
ず
事
前

に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

■申
■問
島
の
星
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

℡
（
５
２
）５
３
２
１

エ
コ
ラ
イ
フ
カ
レ
ン
ダ
ー

無
料
配
布
し
ま
す

　

江
津
市
地
球
温
暖
化
対
策
推
進
協

議
会
で
は
、
市
民
が
省
エ
ネ
に
つ
い

て
関
心
を
深
め
、
実
践
す
る
こ
と
で
、

地
球
温
暖
化
防
止
に
繫
が
っ
て
い
く

事
を
目
的
に
「
江
津
市
エ
コ
ラ
イ
フ

カ
レ
ン
ダ
ー
」
を
作
成
し
ま
し
た
。環

境
に
つ
い
て
、
市
内
の
小
学
生
が
描

い
た
絵
画
と
中
学
生
が
作
っ
た
標
語

が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。ご
希
望
の

人
に
無
料
で
差
し
上
げ
ま
す
。

◎
配
布
場
所　

市
役
所
市
民
生
活
課

　
　
　
　
　
　

ま
た
は
桜
江
支
所

※
数
に
限
り
が
あ
り
ま
す
。ご
了
承

く
だ
さ
い
。

工
業
統
計
調
査
を

実
施
し
ま
す

　

こ
の
調
査
は
、
我
が
国
の
工
業
の

実
態
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的

に
政
府
が
行
う
調
査
で
す
。統
計
法

に
基
づ
く
報
告
義
務
が
あ
る
、
重
要

な
調
査
で
す
。

　

製
造
業
を
営
む
す
べ
て
の
事
業
所

を
対
象
に
、
12
月
31
日
時
点
で
実
施

し
ま
す
。

　

調
査
票
に
ご
記
入
い
た
だ
い
た
内

容
が
、
統
計
作
成
の
目
的
以
外
（
例

え
ば
税
の
資
料
な
ど
）
に
使
わ
れ
る

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

調
査
の
結
果
は
中
小
企
業
施
策
や

地
域
振
興
な
ど
、
国
お
よ
び
地
域
行

政
の
基
礎
資
料
と
し
て
利
活
用
さ
れ

ま
す
。

　

調
査
の
趣
旨
と
必
要
性
を
ご
理
解

い
た
だ
き
、
ご
回
答
を
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

■問
総
務
課
情
報
統
計
室

（
内
線
１
２
７
２
）

『
２
０
１
５
年
版
島
根
県

民
手
帳
』好
評
発
売
中

　

年
間
行
事
や
主
要
統
計
な
ど
ふ
る

さ
と
島
根
の
情
報
満
載
！

◎
充
実
し
た
統
計
資
料
・
名
簿

◆
都
道
府
県
勢
一
覧
◆
全
国
か
ら
み

た
島
根
県
◆
県
内
市
町
村
勢
、官
庁
、

県
庁
、県
地
方
機
関
◆
議
員
（
国
会

議
員
・
県
議
会
議
員
）◆
消
防
、市
町

村
、都
道
府
県
、公
社
・
事
業
団
、学

校
◆
各
種
団
体
・
県
人
会　

な
ど

◎
暮
ら
し
の
生
活
情
報
も
ま
す
ま
す

充
実

◆
県
内
の
お
祭
り
・
イ
ベ
ン
ト
情
報

◆
県
民
相
談
窓
口
◆
主
な
温
泉
施
設

◆
救
急
医
療
機
関
◆
道
の
駅
、文
化

施
設
◆
パ
ス
ポ
ー
ト
取
得
手
続
き
◆

戸
籍
・
住
民
基
本
台
帳
届
一
覧　

な

ど◎
価
格　

１
冊
５
５
０
円
（
税
込
）

◎
購
入
方
法　

　

市
民
生
活
課
ま
た
は
桜
江
支
所
の

各
窓
口
で
お
求
め
く
だ
さ
い
。

◎
販
売
期
間　

１
月
30
日

（金）
ま
で

■問
総
務
課
情
報
統
計
室

（
内
線
１
２
７
１
・
１
２
７
２
）

有　

料　

広　

告

く
ら
し
の
広
場

催　

し

募　

集

制
度
・
相
談

お
知
ら
せ

江津市役所
　℡（５２）２５０１

林
業
退
職
金
共
済
制
度
（
林

退
共
）か
ら
の
お
知
ら
せ

　

林
業
の
お
仕
事
を
し
て
い
た
こ
と

が
あ
り
ま
せ
ん
か
？
林
退
共
制
度
に

加
入
し
て
い
た
が
、退
職
金
を
ま
だ

受
け
取
っ
て
い
な
い
人
を
探
し
て
い

ま
す
。

　

以
前
、林
業
の
仕
事
を
し
て
い
た

が
、ご
自
身
が
林
退
共
へ
加
入
し
て

い
た
か
分
か
ら
な
い
人
に
つ
い
て
も

調
べ
ま
す
。
罹
災
し
た
共
済
契
約
者

と
被
共
済
者
に
対
し
、各
種
手
続
き

（
共
済
手
帳
の
紛
失
、退
職
金
の
請
求

な
ど
）の
必
要
が
生
じ
た
場
合
は
、で

き
る
限
り
の
範
囲
で
速
や
か
に
対
応

し
ま
す
。

■問
独
立
行
政
法
人
勤
労
者
退
職
金
共

済
機
構
林
業
退
職
金
共
済
事
業
本
部

℡
０
３
（
６
７
３
１
）２
８
８
７

FAX
０
３
（
６
７
３
１
）２
８
９
０

ル
ー
ル
を
守
っ
て

明
る
い
選
挙
の
実
現
を

　

年
末
年
始
は
、何
か
と
贈
り
物
や

お
祝
い
事
を
す
る
機
会
が
多
い
で
す

が
、政
治
家
が
選
挙
区
内
の
人
に
金

品
を
贈
る
こ
と
は
公
職
選
挙
法
で
禁

止
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、有
権
者

が
政
治
家
に
寄
附
や
贈
り
物
を
求
め

る
こ
と
も
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。
次

の
①
か
ら
④
ま
で
、お
よ
び
⑥
の
項

目
で
処
罰
さ
れ
る
と
、公
民
権
停
止

（
選
挙
へ
の
立
候
補
・
投
票
・
選
挙

運
動
へ
の
参
加
な
ど
が
禁
止
さ
れ
る

こ
と
）の
対
象
と
な
り
ま
す
。

①
政
治
家
の
寄
附
の
禁
止

②
政
治
家
に
対
す
る
寄
附
の
勧
誘
・

要
求
の
禁
止

③
政
治
家
の
関
係
団
体
の
寄
附
の
禁

止④
後
援
団
体
の
寄
附
の
禁
止

⑤
年
賀
状
な
ど
の
あ
い
さ
つ
状
の
禁

止⑥
あ
い
さ
つ
を
目
的
と
す
る
有
料
広

告
の
禁
止

■問
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

℡
（
５
２
）７
４
９
９

国
民
健
康
保
険
と

後
期
高
齢
者
医
療
制
度

12
月
分
保
険
料
の
納
期
は

12
月
29
日
で
す

　

７
期
分
国
民
健
康
保
険
料
と
６
期

分
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
の
納
付

期
限
は
、例
年
12
月
28
日
で
す
が
、今

年
は
日
曜
日
の
た
め
29
日
で
す
。

　

市
役
所
の
年
内
の
開
庁
日
は
12
月

26
日

（金）
ま
で
で
す
の
で
、市
役
所
で

納
付
す
る
場
合
は
お
早
め
に
お
願
い

し
ま
す
。

■問
保
険
年
金
課

℡
（
５
２
）７
４
８
３

12
月
３
日
～
９
日
は

「
障
害
者
週
間
」で
す

　
「
障
害
者
の
日
」
は
、
障
が
い
の
あ

る
人
の
社
会
参
加
を
促
進
し
、
障
が

い
者
問
題
に
つ
い
て
の
理
解
と
認
識

を
深
め
る
た
め
に
定
め
ら
れ
ま
し

た
。障
害
者
週
間
期
間
中
、
次
の
施
設

が
無
料
開
放
さ
れ
ま
す
。

◎
対
象
者

　

各
障
害
者
手
帳
所
持
者
と
介
護
者

１
人
（
身
体
障
害
者
手
帳
・
療
育
手

帳
・
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
）

◎
対
象
施
設

・
江
津
中
央
公
園

（
市
民
体
育
館
、
第
２
体
育
館
、
市
民

球
場
、
市
民
庭
球
場
、
多
目
的
広
場
） 

　

   　

℡
（
５
２
）１
７
９
０

・
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

　
　
　
　

℡
（
５
２
）２
１
５
２

・
有
福
温
泉
浴
場
御
前
湯

　
　
　
　

℡
（
５
６
）３
３
５
３

・
有
福
温
泉
浴
場
さ
つ
き
湯

・
有
福
温
泉
浴
場
や
よ
い
湯

・
今
井
美
術
館

　
（
通
年
無
料
・
介
護
者
有
料
）

　

℡
（
９
２
）１
８
３
９

・
桜
江
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー

　

℡
（
９
２
）１
１
５
２

・
水
ふ
れ
あ
い
公
園
水
の
国

　

℡
（
９
３
）０
０
７
７

◎
利
用
方
法

　

施
設
等
利
用
の
際
に
手
帳
を
提
示

し
て
く
だ
さ
い
。定
休
日
が
あ
り
ま

す
の
で
事
前
に
施
設
に
ご
確
認
く
だ

さ
い
。

　

県
内
他
市
町
村
所
在
の
施
設
開
放

状
況
は
、
島
根
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

公
開
さ
れ
て
い
ま
す
。

■問
社
会
福
祉
課
障
が
い
者
福
祉
係

℡
（
５
２
）７
４
８
６

も
っ
と
知
っ
て
、

ほ
じ
ょ
犬

（
身
体
障
害
者
補
助
犬
）

　

ほ
じ
ょ
犬
は
、
身
体
障
害
者
補
助

犬
法
に
基
づ
き
認
定
さ
れ
た
犬
で
、

特
別
な
訓
練
を
受
け
て
い
ま
す
。

　

ほ
じ
ょ
犬
の
同
伴
に
つ
い
て
は
、

｢

身
体
障
害
者
補
助
犬
法｣

で
、人
が

立
ち
入
る
こ
と
の
で
き
る
さ
ま
ざ
ま

な
場
所
で
受
け
入
れ
る
よ
う
義
務
付

け
ら
れ
て
い
ま
す
。

◎
盲
導
犬　

目
の

見
え
な
い
人
、見
え

に
く
い
人
が
街
の

中
を
安
全
に
歩
け
る
よ
う
に
サ
ポ
ー

ト
し
ま
す
。

◎
聴
導
犬　

音
の
聞
こ
え
な
い
、
聞

こ
え
に
く
い
人
に
生
活
の
中
の
必
要

な
音
を
知
ら
せ
ま
す
。

◎
介
助
犬　

手
や
足
に
障
が
い
の
あ

る
人
の
日
常
の
生
活
動
作
を
サ
ポ
ー

ト
し
ま
す
。

◎
仕
事
中
の
補
助
犬
へ
の
接
し
方

　

ほ
じ
ょ
犬
ユ
ー
ザ
ー
が
ハ
ー
ネ
ス

や
表
示
を
付
け
た
ほ
じ
ょ
犬
を
同
伴

し
て
い
る
時
は
、
ほ
じ
ょ
犬
は｢

仕

事
中｣

で
す
。

▽
仕
事
中
の
ほ
じ
ょ
犬
に
、
話
し
か

け
た
り
、
勝
手
に
触
っ
た
り
し
て
気

を
引
く
行
為
を
し
な
い
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。

▽
ほ
じ
ょ
犬
に
食
べ
物
や
水
を
与
え

な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

有　

料　

広　

告

お
知
ら
せ

制
度
・
相
談

募　

集

く
ら
し
の
広
場

催　

し

犯罪の被害にあっても、一人で悩まないで　　「島根県被害者サポートセンター」℡ 0120 （556） 491
「島根県犯罪被害者等支援総合窓口」℡ 0852 （28） 7830　　　「警察専用電話」℡♯ 9110
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地
デ
ジ
難
視
対
策
の
各
種

支
援
は
終
了
し
ま
す

　

国
が
実
施
し
て
い
る
地
デ
ジ
難
視

対
策
衛
星
放
送
な
ど
、
地
デ
ジ
難
視

対
策
の
た
め
の
各
種
支
援
制
度
は
、

平
成
27
年
３
月
末
で
終
了
し
ま
す
。

期
限
ま
で
に
地
デ
ジ
対
策
工
事
を
完

了
す
る
た
め
に
は
、
遅
く
と
も
こ
と

し
12
月
中
の
申
し
込
み
が
必
要
で
す

の
で
、お
早
め
に
お
願
い
し
ま
す
。

■問
総
務
省
地
デ
ジ
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

℡
０
５
７
０
（
０
７
）０
１
０
１

12
月
の

補
聴
器
修
理
相
談
会

「
福
祉
事
務
所
分
室
」
会
場

（
選
管
事
務
局
隣
り
）

☆
１
日

（月）
〔
東
神
実
業
〕

　
　

午
後
１
時
30
分
～
３
時

☆
３
日

（水）
〔
深
野
時
計
店
〕

　
　

午
前
10
時
～
正
午

☆
16
日

（火）
〔
中
国
補
聴
器
〕

　
　

午
後
１
時
～
３
時
30
分

☆
24
日

（水）
〔
西
日
本
補
聴
器
〕

　
　

午
後
１
時
30
分
～
３
時

「
江
津
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ

ー
和
室
」
会
場
（
桜
江
町
川
戸
）

☆
10
日

（水）
〔
中
国
補
聴
器
〕

　
　

午
前
10
時
～
11
時
30
分

☆
11
日

（木）
〔
深
野
時
計
店
〕

　
　

午
前
10
時
～
正
午

☆
24
日

（水）
〔
西
日
本
補
聴
器
〕

　
　

午
前
10
時
～
正
午

※
修
理
の
程
度
に
よ
り
費
用
が
か
か

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

■問
社
会
福
祉
課
障
が
い
者
福
祉
係

　
　
　
　

℡
（
５
２
）７
４
８
６

自
治
医
科
大
学
医
学
部
の

入
学
者
募
集

　

自
治
医
科
大
学
は
、卒
業
後
一
定

期
間
、出
身
県
の
病
院
な
ど
で
勤
務

す
る
と
授
業
料
が
全
額
免
除
さ
れ
る

特
徴
が
あ
り
ま
す
。

◎
募
集
人
員　

県
内
で
２
～
３
人

◎
１
次
試
験

　

学
力　

１
月
26
日

（月）

　

面
接　

１
月
27
日

（火）

◎
試
験
会
場

サ
ン
ラ
ポ
ー
む
ら
く
も
（
松
江
市
）

◎
試
験
科
目

　

数
学
▽
理
科
▽
英
語　

◎
出
願
期
間　

　

１
月
５
日

（月）
～
21
日

（水）

　
（
午
後
５
時
必
着

　
　

・
１
月
20
日
の
消
印
有
効
）

■申
■問
島
根
県
医
療
政
策
課

　
　

医
師
確
保
対
策
室

℡
０
８
５
２
（
２
２
）６
６
８
４

FAX
０
８
５
２
（
２
２
）６
０
４
０

有　

料　

広　

告

江
津
市
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
会
員
募
集

◎
業
務
内
容　

草
刈
り
、せ
ん
定
な

ど
臨
時
的
か
つ
短
期
的
ま
た
は
そ
の

他
軽
易
な
業
務

◎
入
会
条
件　

市
内
在
住
の
60
歳
以

上
の
健
康
で
、安
定
し
た
就
業
・
所

得
を
目
的
と
し
な
い
人

◎
入
会
説
明
会　

・
日
時　

12
月
18
日

（木）午
後
1
時
30
分
～

・
場
所　

江
津
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
（
和
木
町
）

※
筆
記
用
具
を
持
参
く
だ
さ
い
。

☆
空
き
家
や
お
墓
の
掃
除
も
行
っ

て
い
ま
す
。
ご
相
談
く
だ
さ
い
！

■問
江
津
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

℡
（
５
２
）１
６
１
６

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

入
会
児
童
募
集

　

平
成
27
年
４
月
か
ら
放
課
後
児
童

ク
ラ
ブ
に
入
会
す
る
児
童
を
募
集
し

ま
す
。

◎
募
集
す
る
ク
ラ
ブ

　

津
宮
▽
高
角
▽
江
津
東
▽
桜
江

　

川
波
▽
渡
津
▽
郷
田

◎
入
会
資
格

　

昼
間
に
保
護
者
が
家
庭
に
い
な
い

児
童

◎
申
込
期
間

　

１
月
６
日

（火）
～
23
日

（金）

◎
申
込
方
法

　

各
児
童
ク
ラ
ブ
、
社
会
教
育
課
ま

た
は
桜
江
支
所
に
あ
る
申
込
書
に
必

要
事
項
を
ご
記
入
の
上
、
就
労
証
明

書
と
一
緒
に
、各
児
童
ク
ラ
ブ
、社
会

教
育
課
ま
た
は
桜
江
支
所
に
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

■申
■問
社
会
教
育
課
社
会
教
育
係

℡
（
５
２
）７
４
９
６

江
津
市
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
協
会
主

催
・
江
津
市
障
が
い
者
協
会
協
賛

ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会

参
加
者
募
集

◎
日
時　

12
月
７
日

（日）
午
前
10
時
～

◎
場
所　

ボ
ウ
ル
Ｊ
Ａ
Ｃ

◎
参
加
者　

す
べ
て
の
障
が
い
者
と

介
添
え
の
人

◎
参
加
費　

５
０
０
円

◎
申
込
締
切　

12
月
４
日

（木）

■申
■問
江
津
市
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
協
会

　
　

事
務
担
当

　

島
根
整
肢
学
園
（
総
務
課
平
野
）

　
　

℡
（
５
２
）２
４
４
２

　
　

FAX
（
５
２
）０
３
４
４

　

ワ
ー
ク
く
わ
の
木
江
津
事
業
所

　
（
藤
井
）

　
　

℡
（
５
２
）２
８
０
６

　
　

FAX
（
５
２
）２
８
０
７

　

協
会
事
務
局
（
梶
川
）

℡
FAX
０
５
０
（
７
５
５
９
）０
７
３
２

催　

し

く
ら
し
の
広
場

募　

集

制
度
・
相
談

お
知
ら
せ

有　

料　

広　

告

国
際
ソ
ロ
プ
チ
ミ
ス
ト
い
わ
み
は

が
ん
ば
る
女
性
を

応
援
し
ま
す

◎
募
集
の
内
容

①
夢
を
生
き
る
女
性
の
た
め
の

教
育
・
訓
練
賞
（
副
賞
20
万
円
～

１
０
０
万
円
）

　

経
済
的
責
任
を
負
い
な
が
ら
雇
用

や
生
活
水
準
の
向
上
の
た
め
努
力
し

て
い
る
女
性
が
対
象
。

②
女
性
を
助
け
る
女
性
の
た
め
の
ル

ビ
ー
賞
（
副
賞
20
万
円
～
30
万
円
）

　

女
性
と
女
児
の
生
活
向
上
の
た
め

に
努
力
し
て
い
る
女
性
が
対
象
。

■問
国
際
ソ
ロ
プ
チ
ミ
ス
ト
い
わ
み

　

ア
ワ
ー
ド
委
員
会
（
阿
部
）

℡
（
５
２
）５
１
４
５

赤
瓦
の
住
宅
・
街
な
み
絵

画
コ
ン
ク
ー
ル
作
品
募
集

　　

江
津
市
の
特
色
あ
る
赤
瓦
景
観
の

素
晴
ら
し
さ
を
広
く
認
識
し
て
い
た

だ
く
た
め
、小
・
中
学
生
を
対
象
に

「
赤
瓦
の
住
宅
・
街
な
み
絵
画
コ
ン

ク
ー
ル
」を
実
施
し
ま
す
。

◎
応
募
方
法

　

学
校
単
位
の
応
募
と
し
ま
す
。

◎
応
募
締
切　

12
月
19
日

（金）

◎
発
表
・
表
彰

　

平
成
27
年
１
月
下
旬
に
各
学
校
に

お
知
ら
せ
し
、２
月
下
旬
に
表
彰
式

と
作
品
展
示
会
を
行
い
ま
す
。

■問
都
市
計
画
課
都
市
計
画
係

　
　
　
　
　
（
内
線
１
４
１
４
）

「
男
の
生
活
応
援
塾
・
食
の
講
座
」

受
講
生
募
集
！
！

「
パ
ッ
と
作
れ
て
カ
ン
タ
ン
！

　
　

お
も
て
な
し
の
ご
馳
走
」

～
オ
シ
ャ
レ
な
ク
リ
ス
マ
ス

デ
ィ
ナ
ー
に
挑
戦
～

◎
講
師　

森
奈
々
子
さ
ん
（
モ
ー
リ

ス
キ
ッ
チ
ン
ス
タ
ジ
オ
代
表
）

◎
日
時　

12
月
19
日

（金）

　

午
前
９
時
30
分
～
午
後
１
時

◎
定
員　

25
人
程
度
（
先
着
順
）

◎
材
料
費　

５
０
０
円
程
度

◎
場
所　

桜
江
保
健
セ
ン
タ
ー
調
理

室
（
桜
江
町
川
戸
）

◎
申
込
締
切　

12
月
12
日

（金）

■申
■問
人
権
啓
発
セ
ン
タ
ー

　

℡
（
５
２
）１
０
１
８

放
送
大
学

４
月
生
募
集
の
お
知
ら
せ

　

放
送
大
学
で
は
、
平
成
27
年
度
第

１
学
期
（
４
月
入
学
）
の
学
生
を
募

集
し
て
い
ま
す
。

　

テ
レ
ビ
な
ど
の
放
送
や
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
を
利
用
し
て
授
業
を
行
う
通

信
制
の
大
学
で
す
。心
理
学
・
福
祉
・

経
済
・
歴
史
・
文
学
・
自
然
科
学
な
ど
、

幅
広
い
分
野
を
学
べ
ま
す
。

◎
出
願
期
間

　

①
12
月
１
日

（月）
～
２
月
28
日

（土）

　

②
３
月
１
日

（日）
～
３
月
20
日

（金）

※
資
料
を
無
料
提
供
し
て
い
ま
す
。

※
放
送
大
学
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
受

け
付
け
て
い
ま
す
。

☆
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス

　
　
（
浜
田
会
場
）

◎
日
時　

１
月
18
日

（日）

　
　
　

午
前
10
時
～
11
時
30
分

◎
場
所

　

西
部
社
会
教
育
研
修
セ
ン
タ
ー

　
　
（
い
わ
み
ー
る
3
階
）

■問
放
送
大
学
島
根
学
習
セ
ン
タ
ー

℡
０
８
５
２
（
２
８
）５
５
０
０

　

西
部
社
会
教
育
研
修
セ
ン
タ
ー

℡
０
８
５
５
（
２
４
）９
３
４
４

成
人
式
の
ご
案
内

◎
日
時　

平
成
27
年
１
月
２
日

（金）

　
　
　
　

午
前
11
時
～
12
時

◎
場
所　

総
合
市
民
セ
ン
タ
ー

◎
対
象
者

　

平
成
６
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
７

年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人

◎
そ
の
他

①
案
内
状
は
市
内
に
住
民
登
録
の
あ

る
対
象
者
に
の
み
送
付
し
ま
す
が
、

住
民
登
録
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、

対
象
の
人
は
ご
出
席
く
だ
さ
い
。

②
例
年
よ
り
、
開
始
時
間
を
１
時
間

繰
り
下
げ
て
行
い
ま
す
。

③
華
美
な
服
装
に
な
ら
な
い
よ
う
ご

配
慮
く
だ
さ
い
。

■問
社
会
教
育
課
社
会
教
育
係

℡
（
５
２
）７
４
９
６

江
津
市
新
年
賀
会

　

新
年
賀
会
を
次
の
と
お
り
開
催
し

ま
す
の
で
、
お
誘
い
合
わ
せ
の
上
お

越
し
く
だ
さ
い
。

◎
日
時　

平
成
27
年
１
月
２
日

（金）

　
　
　
　

午
前
10
時
30
分
～

◎
場
所　

総
合
市
民
セ
ン
タ
ー

■問
総
務
課
行
政
係

　
　
　
　
　
（
内
線
１
３
１
２
）

シ
ニ
ア
の
た
め
の

介
護
ス
タ
ッ
フ
養
成
講
習

　

介
護
支
援
サ
ー
ビ
ス
分
野
で
の
仕

事
を
希
望
ま
た
は
関
心
の
あ
る
人
を

対
象
に
し
て
い
ま
す
。実
習
に
加
え
、

就
活
支
援
セ
ミ
ナ
ー
と
企
業
と
の
面

接
会
が
セ
ッ
ト
に
な
っ
て
い
ま
す
。

昨
年
度
は
、
約
75
％
の
人
が
早
期
に

就
職
し
ま
し
た
。

◎
対
象
者　

55
歳
以
上
の
人

◎
受
講
料

　

無
料
（
国
の
委
託
事
業
に
よ
る
）

◎
日
時　

2
月
4
日

（水）
～
17
日

（火）

　
（
う
ち
平
日
9
日
間
）

　

午
前
10
時
～
午
後
４
時

◎
場
所

　

浜
田
市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

◎
定
員　

10
人

◎
申
込
締
切　

1
月
19
日

（月）

■問
島
根
県
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

　

連
合
会　

浜
田
分
室

℡
０
８
５
５
（
２
３
）４
６
８
０

お
知
ら
せ

制
度
・
相
談

募　

集

く
ら
し
の
広
場

催　

し

固定資産税 （３期）の納期限は 12 月 25 日 （木）です
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有　

料　

広　

告

催　

し

く
ら
し
の
広
場

募　

集

制
度
・
相
談

お
知
ら
せ

有　

料　

広　

告

くらしの広場（無料相談・断酒会・納付・各種統計・寄付など）

　　12 月の無料相談

人権相談（登記相談含む）

江津会場
15 日（月）9：00 ～ 12：00

市役所２階　第６会議室

桜江会場
9 日（火）9：00 ～ 12：00

コミュニティセンター研修室
行政相談

江津会場
15 日（月）9：00 ～ 12：00

市役所１階　市民相談室

桜江会場
17 日（水）9：00 ～ 12：00

コミュニティセンター和室
消費生活相談

日時 2 日（火）  、16 日（火） 
9：00 ～ 12：00

場所 市役所１階　市民相談室
交通事故相談

日時 毎週水曜日（祝休日を除く）
場所 浜田合同庁舎１階

備考 要予約　℡ 0855（29）5563
島根県交通事故相談所浜田相談室

こころの健康相談

日時 10 日（水）14：00 ～ 16：00
場所 市役所２階　第６会議室

備考 要予約　℡ 0855(29)5550
浜田保健所

サポステ浜田　就労相談

日時 5 日（金）13：00 ～ 15：00
場所 人権啓発センター

備考
要予約　℡ 0855（22）6830
（しまね西部若者サポート

　ステーション）

ふれあい福祉センター総合相談所

法律相談
（弁護士）
※要予約

11 日（木）13：00 ～ 15：00

市社会福祉協議会

一般相談
（桜江会場）
※要予約

16 日（火）9：45 ～ 12：00

コミュニティセンター研修室

一般相談
（江津会場）
※要予約

26 日（金）9：00 ～ 12：00

市社会福祉協議会

福祉相談
（担当職員）

（月）～（金）通年
※祝日・年末年始は除く

市社会福祉協議会

備考 予約・問合　℡（52）6710

　　12 月の断酒会

江津保健センター

開催日 4 日・11 日・25 日（いずれも木）
時間 19：00 ～ 21：00

桜江保健センター

開催日 18 日（木）
時間 19：00 ～ 21：00
■問 佐々井勉℡ 090 （8715） 8679

　  豊田康弘℡ 080 （1904） 8154　

　　市税などの納付

夜間の納付・納付相談

日時 25 日（木）、26 日（金）
17：15 ～ 19：30

場所 市役所１階保険年金課窓口

対象
①市税（市県民税、固定資
産税、軽自動車税）
②国民健康保険料

納付期限

固定資産税 （３期） 12 月 25 日（木）

　　交通事故の発生状況
（10 月末現在・江津警察署）

年別 件数 死者 傷者

江
津
市

26　年 34 0 39

25　年 27 1 32

前年比 7 -1 7

県
内

26　年 1301 21 1512

25　年 1335 20 1586

前年比 -34 1 -74

　　人口・世帯数（10 月末現在）

種別 人数・世帯数 前月比

総人口 25,043 -26

男 11,580 -12

女 13,463 -14

世帯数 11,629 -7

市民生活課調べ

　　火災・救急・救助の件数
（10 月末現在・江津消防署管内）

種別 月の件数 年間合計

火災 0 12

救急 102 995

救助 1 16

　　江津市の物価の動き

（消費者友の会・物価調査係調べ）

品名 単位 平均

島根県産コシヒカリ 10 ㎏ 3,935 円
ＬＰガス 10 ㎥ 8,010 円

砂糖　上白袋入 １㎏ 243 円
鶏卵　Ｌサイズ 10 個 263 円

牛乳 １Ｌ 247 円
灯油（店頭価格） 18 Ｌ 2,005 円

ガソリン（レギュラー） １Ｌ 165 円
11 月１日現在市内平均（税込）価格
※特売は含みません。

　　ありがとうございます
（10 月 31 日受付分まで）

社会福祉事業へ寄付（香典返し寄付）
▽千葉県（嘉久志）・田中栄司さん（故康喜
さん）▽浅利・渡辺都志子さん（故正樹さ
ん）▽桜江・坂越隆博さん（故忠雄さん）▽
渡津・原田スマ子さん（故廣司さん）▽松
川・本田美枝子さん（故利久さん）▽兵庫
県（後地）・林一彦さん（故榮さん）▽跡市

（有福温泉）・吉村和枝さん（故小倉智惠子
さん）▽渡津・松田國男さん・（故長谷川セ
キさん）▽桜江・長谷川達海さん（故鐵男
さん）▽嘉久志・森脇邦久さん（故昌治さ
ん）▽桜江・白須和昭さん・（故ハマヨさん）
▽江津・小笠原義敬さん（故留美子さん）
▽和木・丸山繁爾さん（故アキさん）▽桜
江・渡邊浩行さん・（故義人さん）
一般の寄付

▽後地・島田平治さん
※掲載をご了承いただいた人について掲載
しています。印刷上表記できない漢字は、
常用漢字などに置き換えています。
江津市社会福祉協議会（℡ 52-2474）

お
知
ら
せ

制
度
・
相
談

募　

集

く
ら
し
の
広
場

催　

し

島
根
県
西
部
視
聴
覚
障
害
者
情
報
セ

ン
タ
ー
・
点
字
図
書
館
開
館
40
周
年

記
念
事
業

講
演｢
私
と
信
行
の
25
年

～
明
る
く
、楽
し
く
、あ
き

ら
め
な
い
～
」

◎
日
時　

12
月
14
日

（日）

　
　

午
後
１
時
15
分
～
３
時
30
分

◎
場
所　

い
わ
み
ー
る
体
育
館

　
　
　
　
（
浜
田
市
野
原
町
）

◎
内
容　

記
念
式
典
、記
念
講
演

◎
講
師　

辻
井
い
つ
子
（
盲
目
の
ピ

ア
ニ
ス
ト
・
辻
井
信
行
氏
の
母
）

◎
申
込
不
要
（
先
着
順
２
０
０
人
）

■問
島
根
県
西
部
視
聴
覚
障
害
者

　

情
報
セ
ン
タ
ー

℡
０
８
５
５
（
２
４
）９
３
３
４

FAX
０
８
５
５
（
２
４
）９
３
３
５

尾
八
庵

Xm
as

コ
ン
サ
ー
ト

　

さ
ら
さ
（
ア
イ
リ
ッ
シ
ュ
ハ
ー

プ
＆
ア
コ
ー
ス
テ
ィ
ッ
ク
ギ
タ
ー
）

の
素
敵
な
演
奏
を
お
楽
し
み
く
だ
さ

い
。

◎
日
時　

12
月
７
日

（日）

　　
　
　

午
前
10
時
～
午
後
４
時

（
コ
ン
サ
ー
ト
は
午
前
11
時
と
午
後

２
時
の
２
回
）

◎
場
所　

尾
八
庵
（
跡
市
町
）

◎
入
場
料　

５
０
０
円

　
（
抹
茶
と
和
菓
子
付
き
）

■問
阿
刀
ノ
庄
姫
の
会
（
谷
口
）

℡
０
９
０
（
３
３
７
８
）９
１
４
８

波
積
ふ
れ
あ
い
映
画
祭

◎
日
時　

12
月
７
日

（日）

　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
～
４
時

◎
場
所　

波
積
ふ
れ
あ
い
ホ
ー
ル

　
　
　
　
（
波
積
郵
便
局
そ
ば
）

◎
上
映
作
品

　
「
怪
盗
グ
ル
ー
のミ

ニ
オ
ン
危
機
一
髪
」

◎
ダ
ン
ス
公
演

　

江
津
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
ド
ー
ル

◎
入
場
無
料

◎
そ
の
他

　

来
場
者
に
ポ
ッ
プ
コ
ー
ン
を
差
し

上
げ
ま
す
。会
場
で
は
大
判
焼
き
の

販
売
も
あ
り
ま
す
。

■問
波
積
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
（
嘉
戸
）

℡
０
９
０
（
８
９
８
４
）６
３
９
１

江
津
市
駅
伝
競
走
大
会

◎
日
時　

１
月
11
日

（日）

◎
場
所　

江
津
中
央
公
園
お
よ
び

　
　
　
　

和
木
農
免
農
道

◎
参
加
資
格　

　

小
学
校
３
年
生
以
上

◎
申
込
方
法

　

kunim
aru6572@

gm
ail.com

 　

ア
ド
レ
ス
へ
出
場
を
希
望
す
る
メ

ー
ル
を
送
っ
て
く
だ
さ
い
。
折
り
返

し
、要
項
を
メ
ー
ル
に
て
送
り
ま
す
。

◎
申
込
締
切　

12
月
22
日

（月）

■問
山
田
勝
之

℡
０
９
０
（
１
３
５
３
）２
５
５
６

新
春
書
き
初
め
大
会

◎
日
時　

平
成
27
年
１
月
６
日

（火）

　
　
　
　

午
前
９
時
～
正
午

◎
場
所　

都
野
津
公
民
館

◎
対
象
者　

市
内
の
小
・
中
学
生

◎
参
加
費
・
申
込
方
法
な
ど

　

詳
し
く
は
、
学
校
を
通
じ
て
配
布

す
る
開
催
要
項
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■問
江
津
市
子
ど
も
会
連
合
会
事
務
局

　
　
（
社
会
教
育
課
内
）

　
　
　
　
　
　

℡
（
５
２
）７
４
９
６

ミ
ニ
展
覧
会
の
ご
案
内 

　

書
道
、
絵
画
、
写
真
な
ど
を
、
月
交

代
で
展
示
を
し
て
い
ま
す
。

◎
場
所　

い
ろ
い
ろ
ホ
ー
ム
ゆ
っ
た

り
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
石
見
の
家
） 

◎
時
間　

午
前
９
時
～
午
後
５
時 

■問
い
ろ
い
ろ
ホ
ー
ム
ゆ
っ
た
り　

℡
（
５
２
）７
３
３
０ 

移
動
ナ
ー
ス
バ
ン
ク

（
就
業
相
談
会
）開
催

◎
内
容　

求
人
・
求
職
相
談
、

　
　
　
　

看
護
情
報
の
提
供
な
ど

◎
日
時　

12
月
17
日

（水）

　
　
　
　

午
後
1
時
～
4
時

※
毎
月
第
３
水
曜
日
開
催

◎
場
所　

済
生
会
江
津
総
合
病
院

◎
担
当
者　

高
橋
百
合
子
さ
ん

■問
島
根
県
ナ
ー
ス
セ
ン
タ
ー

℡
０
８
５
２
（
２
７
）８
５
１
０

ア
ク
ア
ス
探
検
隊
！

12
月
の
イ
ベ
ン
ト
情
報

☆
サ
ン
タ
を
さ
が
せ

　

毎
年
恒
例
、
ア
ク
ア
ス
の
中
に
サ

ン
タ
が
か
く
れ
て
い
る
よ
！

◎
期
間　

12
月
１
日

（月）
～
25
日

（木）

◎
対
象　

ア
ク
ア
ス
に
入
館
し
た
人

◎
参
加
費　

無
料

☆
ペ
ン
ギ
ン
パ
レ
ー
ド

　

冬
限
定
、
オ
ウ
サ
マ
ペ
ン
ギ
ン
の

お
散
歩
タ
イ
ム
で
す
。

◎
期
間　

12
月
６
日

（土）
～
平
成
27
年

３
月
31
日

（火）
の
土
日
祝
日

※
冬
休
み
と
春
休
み
期
間
は
毎
日
開

催◎
時
間　

午
後
０
時
30
分
～

※
体
調
や
天
候
に
よ
っ
て
は
予
告
な

く
中
止
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

☆
出
雲
科
学
館
が
や
っ
て
く
る
!!

◎
開
催
日　

12
月
６
日

（土）
、
７
日

（日）

◎
内
容
（
要
事
前
申
込
）

①
わ
く
わ
く
実
験
シ
ョ
ー
「
海
を
照

ら
す
生
き
物
の
ひ
み
つ
」

②
の
ぞ
い
て
み
よ
う
！
ペ
ン
ギ
ン
の

ひ
み
つ

※
申
し
込
み
は
電
話
（
０
８
５
５-

２
８-

３
６
１
４
）
か
Ｈ
Ｐ
か
ら

■問
し
ま
ね
海
洋
館
学
習
交
流
係

℡
０
８
５
５
（
２
８
）
３
６
１
４
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日　Sun 月　Mon 火　Tue 水　Wed 木　Thu 金　Fri 土　Sat
１
●済子宮頸がん検診

２
●図休館日
●相消費相談（25）
●済乳がん検診
●済子宮頸がん検診
●子発達健康相談

３ ４
●子休館日
●サ定休日
●保断酒会（25）
●コ人権・同和問題

講演会

５
●人就労相談（25）
●子お楽しみの日
「リース作り」

10：00 ～ 11：00

６
●総キャリアデザイ

ン講演会

７
●じしまね食育まつ

り in 江津（９）
●中連盟秋季野球
●総田中音楽教室発

表会
●総江津市チャリテ

ィーバザー

８
●済子宮頸がん検診

９
●図休館日
●コ人権相談（25）
●済乳がん検診
●済子宮頸がん検診

１０
●役こころの
　　健康相談（25）
●保３歳児健診
　対象：平成 23 年

７月～８月生まれ

１１
●子休館日
●サ定休日
●社法律相談（25）
●保断酒会（25）

１２
●子お楽しみの日
「エプロンシアター」

10：00 ～ 11：00

１３
●子パパママ学級
「マタニティヨガ」

10：00 ～ 12：00

●保●桜乳がん検診・
子宮頸がん検診

１４
●総おやこキラキラ

コンサート（９）

１５
●役人権相談（25）
●相行政相談（25）
●済子宮頸がん検診

１６
●図休館日
●相消費相談（25）
●コ一般相談（25）
●役食事相談（８）
●済乳がん検診
●済子宮頸がん検診
●桜乳幼児相談日、離

乳食教室
9：30 ～ 12：00

１７
●コ行政相談（25）
●子乳幼児相談
　・おっぱい相談
　　9：30 ～ 12：00
●子むし歯予防教室
　   13：00 ～ 14：30

１８
●子休館日
●サ定休日
●桜断酒会（25）

１９
●子お楽しみの日
「音楽あそび」

10：00 ～ 11：00

●桜男の生活応援塾
　・食の講座（23）

２０
●子絵本の読みかた

りの日
10：00 ～ 11：00

ごうつ食育の日

２１
●総ジュニアオリジ

ナルコンサート

２２
●済子宮頸がん検診

２３
●図休館日
●子休館日

２４
●子離乳食教室
　対象：初期（５～

６カ月）

２５
●子休館日
●保断酒会（25）
●役納付相談（25）

17：15 ～ 19：30

２６
●社一般相談（25）
●役納付相談（25）

17：15 ～ 19：30
●子お楽しみの日
「大型絵本」

10：00 ～ 11：00

２７

天皇誕生日
２８
●島休日開場日（20）

２９
●図休館日
●子休館日
●エ休日開場日（20）

３０
●図休館日
●子休館日
●エ休日開場日（20）

３１
●図休館日
●子休館日
●サ定休日

１/ １
●図休館日
●子休館日
●サ定休日

１/ ２
●総成人式（23）
●総新年賀会（23）
●図休館日
●子休館日
●サ定休日

１/ ３
●図休館日
●子休館日

元日
●子子育てサポートセンター●ササンピコごうつ●保江津保健センター●桜桜江保健センター●社社会福祉協議会●人人権啓発センター●中中央
公園●総総合市民センター●じじばさんセンター●役市役所●相市役所市民相談室●ココミュニティセンター●公公民館●島島の星クリーンセン
ター●エエコクリーンセンター●済済生会江津総合病院●図江津市図書館●ググリーンモール　　※ カッコ内の数字は、記事掲載ページ。

ごうつカレンダー 12月
江津の１カ月は、これを見ればバッチリ！

※要予約

※要予約

※要予約

燃えるごみの収集
年末　12 月 26 日（金）まで平常の収集日どおり。
　※月・木収集地区は 12 月 29 日（月）、
　　火・金収集地区は 12 月 30 日（火）に特別収集します。
年始　1 月５日（月）から平常の収集日どおり。
　　

可燃物処理場への持ち込み
（エコクリーンセンター）

年末　12 月 30 日（火）まで（午前９時～午後４時 30 分）
年始　1 月５日（月）から（午前９時～午後４時 30 分）

し尿くみ取り
年末　・江津地区　　12 月 15 日（月）までの申し込みは、12 月 26 日（金）までにくみ取りをします。
　　　　　　　　　　 （12 月 16 日（火）以降の申し込みは ､1 月５日（月）以降のくみ取りになります。）
　　　・桜江地区　　12 月 15 日（月）までの申し込みは、12 月 26 日（金）までにくみ取りをします。
　　　　　　　　　　 （12 月 16 日（火）以降の申し込みは、1 月５日（月）以降のくみ取りになります。）
　※年末年始は大変集中しますので、早めの連絡をお願いします。

■問市民生活課生活環境係
( 内線 1118・1119)

燃えないごみの収集
江津市環境衛生カレンダーのとおり。

不燃物処理場への持ち込み
（島の星クリーンセンター）

年末　12 月 26 日（金）まで（午前９時～午後４時）
年始　1 月５日（月）から（午前９時～午後４時）
休日開場日　12 月 28 日（日）（午前 9 時～正午）

年末年始のごみ収集

　　　　～各種公的な手続きや届出はお早めに～　　　

施　設　名（電話番号） 休　業　日 備　考

市役所
本庁舎・分庁舎（TEL 52-2501）
桜江支所（TEL 92-1211）
人権啓発センター（TEL 52-1018）

12 月 27 日（土）～１月４日（日）

休業中は、出生・死亡・婚姻
などの届出、埋火葬許可証の
発行などは市役所宿直室で受
け付けます。

子育てサポートセンター（TEL 52-0569） 12 月 29 日（月）～１月３日（土）

江津斎場（TEL 52-5508） １月１日（木）

清光苑（TEL 92-1118） １月１日（木）

中央公園施設（TEL 52-1790） 12 月 29 日（月）～１月３日（土）

総合市民センター（TEL 52-2155） 12 月 29 日（月）～１月３日（土）

江津市図書館（TEL 52-0551）
江津市図書館桜江分館（TEL 92-0300）

12 月 29 日（月）～ 1 月３日（土） 休館中の本の返却は、返却ボッ
クスをご利用ください。

桜江 B&G 海洋センター（TEL 92-1152） 12 月 29 日（月）～１月３日（土）

水の国・松林宗恵映画記念館（TEL 93-0077） 12 月 29 日（月）～１月３日（土）

風の国（TEL 92-0001） 年末年始も休まず営業します 温泉の日帰り入浴も無休

道の駅サンピコごうつ（TEL55-3151） 12 月 31 日（水）～１月２日（金）

有福温泉公衆浴場
・御前湯（TEL 56-3353）
・さつき湯　・やよい湯

年末年始も休まず営業します

じばさんセンター（TEL 52-0600） 12 月 27 日（土）～１月４日（日）

年末年始の休業日

【５ページの答え】
　(1) 高木ブー (2) 周富徳 (3) 桂文珍 (4) 宮史郎（敬称略）
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ごうつ防災メール
登録用バーコード

G-men
江津の元気な頑張る人たち

ジーメン

　「昨年の国体では準決勝止まり、こ

の夏のインターハイでも同じところ

で敗れました。高校生として出場す

る最後の全国大会で、絶対に決勝に

行くんだと心に決めていました」

　長崎市で10月に開催された国民

体育大会（国体）。ボートの少年男

子シングルスカルに出場した島田滉

大さん（江津工業高校３年）は、その

時の気持ちを振り返ります。

　1000㍍のコースを、己の力のみで

進んでいくボート。島田さんの持ち

味は、関係者も「全国トップレベル」

と認める後半の爆発力。一方で全国

の強豪の前では、序盤の出遅れを取

り戻せないという課題を抱えていま

した。「インターハイの準決勝では、

１秒以内の差で決勝進出を逃しまし

た。それ以来、国体に向けてスター

トから500㍍の加速に重点を置い

て、練習を重ねました」

　国体では予選を１位で通過し、関

門となる準決勝に臨んだ島田さん。

４人のうち、決勝に進めるのはわず

かに１人。戦術は「序盤から飛ば

す」でした。課題のスタートに成功、

序盤の加速でも相手に離されること

なくついていきました。中間点を過

ぎてから一気にスパート。ライバル

を置き去りにし、１位でゴールを通

過しました。ついに、念願の決勝進

出を果たしたのでした。決勝でも３

位でゴールし、表彰台に上りました。

「ボートで順位がつくのは、決勝に進

出した者だけ。だからこそ、たどり

着きたかった。全国３位という称号

を得て満足しています」

　高校入学以来打ち込んできたボー

トも、国体で一区切り。「引退しても

練習に顔を出して、後輩たちを応援

したいです」。笑顔とともに、艇庫に

入っていきました。

高校最後の大会で勝ち取った「全国３位」

　小学校ではカヌーとドッジボール、中学校では野球に打ち込む。江津工業高校
に進学後「隣りに住む先輩に誘われたのがきっかけ」でボートを始める。男ばか
り３人兄弟の三男。桜江町在住。

島
し ま

田
だ

 滉
こ う だ い

大　
Kodai Shimada

さん
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